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京丹後市の台所事情⑪
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・王立ブータン大シンレイ副総長らが表敬訪問

ほか

平成 23 年度
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2012
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■
歳
入
■

■
歳
出
■

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
認
定
議
案

を
、
９
月
定
例
会
に
提
出
し
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
、
３
３
７
億
７
６
３
６
万
円（
前
年
度
比
０
・
１
㌫
減
）
で
、
歳
出
総
額
は
、

３
３
１
億
６
８
９
万
円（
前
年
度
比
０・５
㌫
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
23
年
度
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
や
施
策
に
予
算
が
使
わ
れ
た
の
か
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

自
主
財
源
の

決
算
額
は
合
併

後
、
最
も
低
く

な
っ
て
お
り
、
構

成
比
も
昨
年
度

と
比
較
す
る
と

０・３
ポ
イ
ン
ト

の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自

主
財
源
の
柱
で

あ
る
市
税
な
ど

の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

  

物
件
費
で

は
、
小
学
校
や

保
育
所
の
仮
設

校
舎
な
ど
の
借

上
経
費
が
約

１
億
５
千
万
円

の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
道
路
や
河
川
、

公
園
な
ど
の
整

備
に
要
す
る
投

資
的
経
費
の
割

合
は
14
・
３
㌫
。

  

大
宮
北
保
育

所
整
備
事
業
や

内
水
処
理
対
策

事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
は
６
億
６
９
４
７
万
円
の
黒
字
で
、
こ
の
う
ち
24
年
度
へ
繰
り
越
し

た
事
業
に
必
要
な
お
金
８
９
９
２
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

５
億
７
９
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
次
の

４
つ
の
柱
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

▼
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
た

め
、
保
育
所
整
備
や
教
育

施
設
の
耐
震
化
、「
く
ら

し
」
と
「
し
ご
と
」
の
寄

り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

▼
ま
ち
の
未
来
開
拓
と
未

来
を
担
う
人
を
育
む
取
り

組
み
で
は
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た
観

光
振
興
の
推
進
や
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
モ
デ
ル
配
置

を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
促
進
に

向
け
、
高
齢
者
片
道
上
限

２
０
０
円
乗
車
社
会
実
験

や
住
民
参
加
型
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

▼
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
は
、
合
併
特
例
措
置
逓

減
対
策
準
備
基
金
へ
５
億

円
の
積
立
や
市
債
残
高
の

抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
お
よ
び
被

災
者
支
援
な
ど
幅
広
い
分

野
で
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

性
質
別
で
の

内
訳
で
は
、
人
件

費
な
ど
の
義
務

的
経
費
が
全
体

の
47
・
３
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

福
祉
関
係
の

扶
助
費
や
繰
上

償
還
実
施
に
よ

り
公
債
費
が
増

加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
や
委

託
料
な
ど
市
が

任
意
に
支
出
で
き

る
任
意
的
経
費

は
、
歳
出
全
体
の

38
・
４
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市

税
や
使
用
料
な

ど
市
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る

自
主
財
源
と
地

方
交
付
税
や
、

国
や
府
か
ら
交

付
さ
れ
る
補
助

金
な
ど
の
依
存

財
源
に
大
別
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
比
は
、
依

存
財
源
が
75
・

９
㌫
で
全
体
の

４
分
の
３
を
占

め
、
自
主
財
源

は
24
・
１
㌫
で

全
体
の
４
分
の

市政トピックス	 P10
「幸福のまちづくり研究会」設立／王立ブータン
大シンレイ副総長らが表敬訪問／　ほか

� P14
京
わ が ま ち

丹後市の台所事情⑪／京丹後市の学校教
育改革、「小中一貫教育」を柱に⑤／「リ・ス
タイル」でエコな暮らしを③　ほか

“きもの”のある風景

◎今月号の表紙のテーマ
　　きもの姿で接客する女性
◎撮影場所・モデル
　　金刀比羅神社（峰山町）・梅田早知子さん
　（左から２番目）。
　　毎月第３日曜日に開催（冬季除く）の「こ
　んぴら手づくり市」にて撮影。ご協力いた
　だいた皆さんありがとうございました。

  自主財源　  81億1,170万円（24.1％）
  依存財源　256億6,466万円（75.9％）

  義務的経費　156億6,594万円（47.3％）
  任意的経費　127億2,093万円（38.4％）
  投資的経費　  47億2,002万円（14.3％）2012.113 22012.11

一般会計
実質収支

◆一般会計決算の特徴◆

◆一般会計歳入・歳出の状況◆

特集 決算
　　　　　　　　 平成 23 年度 特集 決算

市民の安心・安全を全力で確保

平成 23 年度

大宮北保育所整備に 8 億 7 千万円

自主財源は全体の 24.1％

ま
ち
づ
く
り
の

“
４
つ
の
柱
”を
実
施

【総務費】　　　　�1億 2,397万円
▶北近畿タンゴ鉄道利用促進対策
事業（写真：利用促進シンポジウ
ムを開催）

【商工費】　　　　　　　　　　　 � 732万円
▶ジオパーク推進事業（写真：110㌔ジオウオー
クで丹後町袖志の海岸を歩く間人中の生徒たち）

【民生費】　　　　　　　　　�９億5,334万円
▶大宮北保育所整備事業（写真：整備された大
宮北保育所）

５
億
７
千
万
円
の
黒
字
決
算

情報ファイル	 P28

京丹後人	 P32

健康だより	 P21

京たんごスポーツ	 P26
みんなの広場	 P24

京都府のひろば� P20

まちのわだい� P18

市の文化財／ジオトピックス／宮川優のたんご
優遊見聞録／図書館だより／広報クイズ　ほか

学校の手作り窯で陶芸品／ぶどう大福でまち
おこし　ほか

「間人漁港の一年」を調べた

　小谷　愛実さん

特集	
決算 平成 23 年度	 P2

目　次
index

消防の広場	 P22

生命の絆	 P27
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歳
出
を
目
的
別
で
み
る
と
、
福
祉
関
係

経
費
の
多
い
民
生
費
が
全
体
の
約
３
割
を

占
め
、
地
域
振
興
な
ど
の
総
務
費
、
健
康

管
理
や
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
衛
生
費
で
全

体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、総
務
費
で
は
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
な
ど
の
減
で
18
億
６
千
万
円
（
31
・
１

㌫
）
と
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
林
水
産
業
費
で
も
、
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
整
備
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、

２
億
２
千
万
円
（
13
・
３
㌫
）
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
民
生
費
で
は
、

大
宮
北
保
育
所
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り

９
億
３
千
万
円
（
10
・
１
㌫
）
の
増
、
教

育
費
で
も
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
事
業

な
ど
に
よ
り
８
億
５
千
万
円
（
40
・
６
㌫
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
全
体
で
は
、
１
億
７
９
０
０
万
円

（
０・５
㌫
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

民生費
▶大宮北保育所整備事業▶障害福
祉サービス事業▶子ども医療給付
費▶放課後児童健全育成事業▶子
ども手当支給事業▶生活保護費支
給事業▶保育運営委託料▶男女共
同参画推進事業　ほか

101億6,635万円　（�92億3,546万円）　伸率　10.1％　

商工費
▶商工会助成事業▶商工業経営安定
利子補給金▶信用保証料補助金▶観
光協会活動補助金▶インバウンド推
進事業▶観光の魅力づくり推進事業
補助金　ほか

10億3,953万円　（�12億2,217万円）　伸率　△14.9％　

衛生費

▶自殺予防対策事業▶総合検診事
業▶火葬場建設計画推進事業▶地
域バイオマス利活用推進事業▶水洗
化推進支援事業補助金▶峰山クリー
ンセンター管理運営事業▶し尿収集
事業　ほか

34億5,378万円　（� 34億3,413万円）　伸率　0.6％　

教育費
▶学校再配置推進事業▶小･中学
校幼稚園施設耐震化事業▶スクール
サポーター等設置事業▶図書館管
理運営事業▶学校支援地域本部事
業▶市史編さん事業▶体育施設管
理運営事業　ほか

29億4,316万円　（� 20億9,314万円）　伸率　40.6％　

土木費
▶市道維持補修事業▶道路新設
改良事業▶橋

きょう
梁
りょう
長寿命化事業▶

河川環境整備事業▶内水処理対
策事業▶公共下水道事業特別会
計繰出金　ほか

23億9,975万円　（�24億112万円）　伸率　△0.1％
農林水産業費

▶有機農業推進事業▶雪害支援
緊急対策事業補助金▶農地・水・
環境保全対策支援事業▶農村生
産基盤整備事業▶海業推進事業
▶地域水産物供給基盤整備事業
　ほか

14億3,688万円　（�16億5,766万円）　伸率　△13.3％

労働費
▶中小企業緊急雇用安定
助成金▶シルバー人材セ
ンター運営費補助金▶地
域雇用環境整備特別対
策事業

2億1,526万円　（�1億7,549万円）　伸率　22.7％　

消防費

災害復旧費 議会費

▶救急活動業務▶防災行政無線維
持管理事業▶全国女性消防操法
大会出場事業▶消防団活動運営事
業▶災害対策経費　ほか

▶農地・農業用施設災害復旧事
業▶林業施設災害復旧事業▶公
共土木施設災害復旧事業

▶議会広報事業▶議員活動 ･議
会渉外活動事業▶議員人件費▶
議会一般経費　ほか

2億9,049万円　（�2億1,525万円）　伸率　35.0％　3億7,503万円　（�2,742万円）　伸率　1,267.6％　

12億644万円　（�11億6，123万円）　伸率　3.9％　
公債費

▶借入金償還元金▶繰上償還
元金▶借入金償還利子▶住民参
加型市場公募債元利金支払手
数料

54億4,712万円　（�53億779万円）　伸率　2.6％　

総務費

▶合併特例措置逓減対策準備基金積立金▶広報広聴事業▶地域振興交付金▶市民相談事業▶市民協働のまちづくり事業補助金▶北近
畿タンゴ鉄道利用促進対策事業▶市税等賦課事務▶住民基本台帳ネットワーク運用事業　ほか

41億3,310万円　（�59億9,703万円）　伸率　△31.1％

民
生
費
と
教
育
費
は
大
幅
増
加

※�＝平成22年度　伸率＝昨年度の歳出決算からの増加率※�＝平成22年度　伸率＝昨年度の歳出決算からの増加率

◀ 林道太鼓山線（丹後町）
2,614万円

◀ 東日本大震災災害支援活動補
助金� 403万円

◀ 農村６次産業推進事業�243万円 ◀ 除雪事業� 4億2,611万円

◀ 市債を活用したスクールバス�

◀ 議員活動・議会渉外活動事業
（市民と議会の懇談会の様子）
　　　　　　　　　　264万円

◀ 敬老祝い事業� 2,754万円

◀ 健康づくり推進員活動事業 172 万円

◀ 小学校施設耐震化事業
� 6億5,246万円

◀ 地域産業経営革新等対策事業
� 846万円

◀くらしとしごと寄り添
い支援事業� 2,693万円

▲ ブロードバンドネットワーク運営事業
（ケーブルテレビ取材）� 3億5,020万円

▲ 国民文化祭開催事業（シルクファッ
ションフェスティバル）� 700万円

▲ 集会施設整備費補助金
� 2,306万円

▲ 地方バス路線運行維持対策補
助金� 6,843万円
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◆一般会計歳出　目的別 の主な歳出内容◆

歳
出　
１
億
７
９
０
０
万
円
の
増

◆一般会計歳出　目的別 の主な歳出内容◆

特集 決算
　　　　　　　　 平成 23 年度

　

平
成
23
年
度
末
の
一
般

会
計
市
債
（
借
金
）
残
高

は
、
４
１
１
億
１
８
７
９
万

円
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て

７
億
８
６
４
５
万
円
（
１・９

㌫
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
、
市
民
１
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
68
万
５
千

円
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
一
般
会
計
の
基

金
（
貯
金
）
残
高
は
、

60
億
２
６
０
３
万
円
で
、
昨

年
度
に
比
べ
８
億
５
７
４
万

市
民
１
人
当
た
り
の
借
金
は
約
68
万
５
千
円

逓
減
対
策
基
金
な
ど
へ
10
億
円

◆市債（借金）と基金（貯金）の状況◆

※市民1人当たりの算出額は、平成 24年3月31日現在の人口6万70人を基準にしています。
※「逓

てい

減
げん

」とは、数量が次第に減ること。

約 68.5万円

H21

H23

H22 419億52４万円

418億4,408万円

411億1,879万円

平成23年度末の
市債残高

市民１人当たり

市債（借金）残高の推移（一般会計）

0 400 （億円）415 420 425410405

約 10.0万円
60億2,603万円

H21

H23

H22

40億5,080万円

52億2,02９万円

基金（貯金）残高の推移（一般会計）
平成23年度末の

基金残高
市民１人当たり

（億円）555045400 6560

円
（
15
・
４
㌫
）
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
特
例
措
置
の
逓て

い

減げ
ん

に
よ

る
、
急
激
な
財
源
の
減
少
に

伴
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
抑
制
す
る
た
め
、「
合
併
特

例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
」

と
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

「
地
域
振
興
基
金
」
に
そ
れ
ぞ

れ
５
億
円
を
積
み
立
て
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。



京
丹
後
市
が
一
丸
と
な
る
こ
と
が
必
要

平 成 23 年 度
国保会計決算

歳入・歳出の財政状況（割合）
　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
71
億
４
７
０
６
万
円
、
歳

出
69
億
６
３
４
５
万
円
で
、
歳

入
歳
出
の
差
し
引
き
額
は

１
億
８
３
６
１
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
１
億
５
９
１
９
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
的
な
単
年
度
収
支
は
、

２
４
４
２
万
円
の
黒
字
に
と
ど
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
医
療
費

の
増
加
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
支
援
金
の
増
加
な
ど
歳
出
増

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
保
会
計
の

財
政
運
営
は
、
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま

す
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
28
万
６
千
円

国保だより
きょうたんご

実
質
的
な
単
年
度
収
支
、
２
４
４
２
万
円
の
黒
字

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

保険給付費と1人当たりの医療費図

非
常
に
厳
し
い
国
保
財
政

決
算
の
状
況

　

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
を

大
き
く
下
回
る
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
は
１
億
７
９
１
７
万
円
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は

２
億
３
５
９
万
円
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
と
保
険
給
付
の

状
況

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
京
都
地

方
税
機
構
の
徴
収
努
力
も
あ
り
、

前
年
度
か
ら
２
９
５
０
万
円
上
回

る
総
額
１
５
億
１
８
７
９
万
円
の

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
人
当
た
り
の
保
険
税
額

は
、
国
保
加
入
者
の
基
準
総

所
得
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前

年
度
を
２
７
２
１
円
上
回
る

７
万
９
４
８
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
医
療
費
や
出
産
育
児
一

時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の
保
険
給
付

費
は
、
被
保
険
者
数
は
減
少
し
た

も
の
の
前
年
度
に
比
べ
１
９
６
万

円
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。
総
額

は
46
億
２
７
２
３
万
円
に
上
り
、

実
に
歳
出
全
体
の
約
３
分
の
２
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
医

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進

　
医
療
費
は
、
今
後
も
増
加
傾
向

が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
国
保

財
政
を
圧
迫
す
る
も
の
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
医
療
費
請

求
の
審
査
の
強
化
や
後
発
（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
）
医
薬
品
の
普
及
促
進
、

資
格
管
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
よ
り
一
層

推
進
し
、
安
定
的
な
国
保
財
政
の

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

0

億円

平成 21年度

40

42

48

46

44

26

27

30

29

28

平成 22年度 平成 23年度

万円

45.5 億円
46.3 億円 46.3 億円

26.3 万円

27.5 万円 28.6 万円

0

…保険給付費 …1人当たりの医療費

Ｈ 22 Ｈ 23

世帯数 10,294 10,105

被保険者数 19,727 19,036 

うち一般 1,332 1,326

うち退職 18,395 17,710

Ｈ 22 Ｈ 23

歳 入 総 額 732,623 714,706 

歳 出 総 額 716,704 696,345 

差 引 額 15,919 18,361

単年度収支 3,589 2,442

保険税・医療費を
被保険者1人当たりに換算すると…

DAT
A

京丹後市の国保加入者（平成24年9月30日現在）　　世帯数：10,080世帯、被保険者数：18,857人

医療費
（支出）

H22 274,593円 前年度比
11,102円の増H23 285,695円

保険税
（収入）

H22 76,768円 前年度比
2,721円の増H23 79,489円

単位：万円 単位：世帯／人

学
の
進
歩
や
生
活
習
慣
病
に
よ

る
受
診
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
前
年
度
を
上
回
る

28
万
５
６
９
５
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
前
年
度
か
ら
の
増
加
額
は
、
医

療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
効
果
な

ど
か
ら
、
約
１
万
１
０
０
０
円
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
図
）
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未
収
金
は
10
億
円
超

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
収

入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）

に
よ
り
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
、一
般
会
計
と
区
別
し
て

い
る
会
計
で
す
。
本
市
に
は
13

の
特
別
会
計
が
あ
り
、
23
年

度
の
決
算
状
況
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
企
業
会
計
は
、
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

て
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経

営
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
会
計
で
す
。
本
市
に
は
水

道
事
業
と
病
院
事
業
の
２
つ
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。
企
業
会

計
の
い
ず
れ
も
資
本
的
収
支

は
収
入
不
足
で
す
が
、
内
部

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
平
成

20
年
度
に
４
カ
年
計
画
で
「
市

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
23
年
度
も
組
織
全
体

で
業
務
改
善
を
図
り
、
徹
底

し
た
効
率
化
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
収
益
的
収
支
（
営
業

成
績
）
は
３
年
連
続
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

《
国
民
健
康
保
険
・
上
下
水
道

事
業
会
計
決
算
は
７
ペ
ー
ジ
～

９
ペ
ー
ジ
関
連
記
事
》

病
院
事
業 

３
年
連
続
の
黒
字
決
算

13
の
特
別
会
計
も
す
べ
て
黒
字
決
算

会計名 歳入（収入）歳出（支出） 収支差引額

特
別
会
計

国民健康保険事業 71億4,706 69億 6,345 1億 8,361
国民健康保険直営診療所事業 4億   509 3億 9,868 641
後期高齢者医療事業 5億 7,843 5億 7,267 576
介護保険事業 52億 204 51億 4,353 5,851
介護サービス事業 6億 5,671 6億 4,894 777
簡易水道事業 12億1,071 11億 3,650 7,421
集落排水事業 5億 2,241 5億 1,097 1,144
公共下水道事業 25億5,372 25億    392 4,980
浄化槽整備事業 1億 9,209 1億 8,013 1,196  
工業用地造成事業 1億 8,823 1億 8,562 261   
宅地造成事業 3,569 4 3,565
峰山財産区 681 13 668
五箇財産区 200 10 190

（参考）　合計 187億 99 182億4,468 4億 5,631

会計名 収　入 支　出 収支差引額

企
業
会
計

水道事業
収益的（収支） 6 億 2,978 6 億 3,729 △ 751
資本的（収支） 3 億 1,278 4 億 9,214 △1億7,936

病院事業 収益的（収支）60 億 5,982 58 億 2,667 2 億 3,315
資本的（収支） 4 億 1,938 7 億 4,361 △3億2,423

単位：万円

※収益的（収支）：営業活動などに伴う収支
※資本的（収支）：建設改良事業などに伴う収支

◆特別会計・企業会計の決算概要◆

　
一般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
未
収
金
の
総
額

は
、
約
10
億
７
千
万
円
で
、

昨
年
度
に
つ
づ
き
10
億
円
を

超
え
て
い
ま
す
。
負
担
の
公

平
性
、
財
政
の
健
全
化
の
観

点
か
ら
も
、
未
収
金
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
期

間
が
平
成
31
年
ま
で
５
年

間
延
長
さ
れ
た
も
の
の
、
多

く
の
行
政
課
題
の
中
で
、
将

来
を
見
据
え
限
り
あ
る
財

源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
本

市
の
発
展
に
向
け
、
京
丹
後

市
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆財政健全化にむけて◆

特集 決算
　　　　　　　　 平成 23 年度

 

市監査委員　決算審査意見書 から  　＜要旨＞

　平成 23 年度は、東日本大震災
による被害に加え、福島第一原発
事故など、日本経済を含め大きな
混乱の中でスタートし、日本全体
として「東北復興」を目指した一年
となった。市内各地でも多くの被
害が発生し、農林水産業施設や道
路等の復旧に奔走した年であった。
そうした中、国の経済対策事業を
活用し、積極的な生活支援及び景
気対策に取り組まれたことは評価
に値する。
　市債の状況については、多岐に
わたる事業を実施する中で前年
度末に比べ減少しており、歳出抑
制の努力が見受けられる。しかし、
歳入における自主財源の割合が過
去 8年間で最も低く、地方交付税
を主とした依存財源に大きく頼って
いる。

　未収金については、経済環境が
極めて厳しい中、滞納繰越分が増
えている。負担の公平性、財政の
健全化の観点からも、関係部局や
京都地方税機構とのさらなる連携
の下、法的措置を含めたより厳正
かつ積極的な対応を強く望むもの
である。
　市民本位で質の高いサービスを
提供するためには、不要・不急の
事業の中止及び縮小、アウトソーシ
ングの推進、事務事業評価を活用
した「選択と集中」の見極めが重
要である。
　市政の発展は住民福祉の向上に
ある。京丹後市が発展するための
取り組みを積極的に行い、市民生
活の基盤の充実と市民が将来に希
望を持って生活できるよう、一層の
努力を望むものである。

京丹後市監査委員　東　幹夫　足達　昌久

　

平
成
19
年
６
月
施
行
の

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
り
財
政
指
標

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
地
方
自

治
体
の
財
政
の
健
全
度
を

表
す
指
標
に
お
い
て
、「
早

期
健
全
化
基
準
」
ま
た
は

「
財
政
再
生
基
準
」
を
超
え

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
基
準
と
な
る
４
つ

の
指
標
の
い
ず
れ
の
数
値
も
、

健
全
化
判
断
比
率
の
基
準

内
で
、
前
年
度
数
値
よ
り
も

改
善
し
た
決
算
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

健
全
な
財
政
運
営
に
引
き

続
き
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
指
標
は 

す
べ
て
「
基
準
内
」

前
年
度
数
値
よ
り
も
改
善

健全化判断比率

25.0 35.015.7

110.2 350.0

△9.86 17.42 35.0

12.42△2.79

凡　例

20.0

良好

良好

良好

良好

黒字のため
該当なし

＜一般会計の赤字の程度＞

＜すべての会計を合算した赤字の程度＞

＜借入金の返済額やこれに準じる額の大きさ＞

＜借入金や将来的な支出が見込まれる残高を示し、
将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうか＞

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

将来負担
比　　率

= 京丹後市　 　　= 早期健全化基準        = 財政再生基準

前年対比
0.4ポイント
改善

前年対比
12.5ポイント
改善
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（％）

（％）
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費比率

◆財政健全化判断比率の状況◆



資
本
費
平
準
化
債
と
は

　
下
水
道
事
業
は
、
初
め
に
多
額
の
設
備

投
資
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
す

る
世
帯
は
後
か
ら
徐
々
に
増
え
る
事
業
の

た
め
、
施
設
の
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
た
上

で
、
最
初
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
返
済

財
源
と
し
て
発
行
で
き
る
地
方
債
。

下
水
道
事
業
決
算

Ｈ23

水
道
事
業
決
算

Ｈ23

水道整備課
☎６９‐０５8０

　
　
下
水
道
整
備
課

　
☎
６
９
‐
０
５
５
０
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平成 23年度　主要事業

歳入

特集 決算
　　　　　　　　 平成 23 年度

市
の
水
道
事
業
は
、
水
道
利

用
者
の
55
㌫
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
上
水
道
事

業
と
45
㌫
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

　

簡
易
水
道
、
上
水
道
事
業
の

経
営
悪
化
の
共
通
す
る
原
因

は
、
給
水
人
口
の
減
少
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
（
図
１
）
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
毎
年
の
収
支
の
悪
化
は
続

き
、
簡
易
水
道
事
業
、
上
水
道

事
業
と
も
平
成
30
年
頃
に
は
累

積
赤
字
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。（
図
２
）

久美浜町佐
さ

濃
の

南
みなみ

処理区（写真）の
整備工事が完了し、集落排水事業区域
の全域で整備が完了しました。公共下
水道事業では、網野浄化センターの第
１期建設工事が完了するとともに、管
渠９・６㌔の下水道管を布設し、新た
に39・６㌶が供用開始となりました。
　また浄化槽整備事業では、88基の
浄化槽を整備しました。

　

下
水
道
３
会
計
を
合
計
し
た

平
成
23
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
32
億
６
８
２
２
万
円
、
歳

出
31
億
９
５
０
２
万
円
と
な

り
、
繰
越
財
源
１
３
８
５
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

５
９
３
５
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
一
般
会
計
か
ら
、
基

準
以
上
の
繰
入
金
が
あ
る
た
め

黒
字
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

上
水
道
事
業
が
単
年
度
収
支
で

赤
字

水
道
事
業
の
今
後
の
収
支
見

込
み

安
定
給
水
の
確
保
と
収
支
の

改
善
策

下
水
道
会
計
の
当
面
の
課
題
は

利
用
者
増

下
水
道
３
会
計

５
９
３
５
万
円
の
黒
字

快
適
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て

　
　
　上水道では、丹後町荒

あら

木
き

野
の

浄水
場の水源新設、大宮町の善

ぜん

王
のう

寺
じ

浄
水場と大野池浄水場の統合整備
（写真）、網野町掛

かけ

津
づ

地内の老朽管
布設替を実施しました。
　簡易水道では、久美浜東部簡易
水道佐

さ

野
の

甲
こう

配水池の新設、久美浜
町神

かん

谷
だに

地区、口
くち

馬
ま

地
じ

地区の老朽管
布設替を実施しました。

べ
て
４
３
５
６
万
円
増
加
し
、

７
４
０
７
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

上
水
道
事
業
で
は
、
施
設

の
更
新
に
伴
う
減
価
償
却
費

の
増
加
、
料
金
収
入
の
減
少

な
ど
で
合
併
後
初
め
て
単
年

度
の
経
常
収
支
が
赤
字
と
な

り
、
累
積
収
支
（
年
度
末
未
処

分
利
益
余
剰
金
）
が
前
年
度

か
ら
２
５
０
１
万
円
減
少
し
、

５
億
６
１
３
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
簡
易
水

道
と
上
水
道
を
ひ
と
つ
の
水
道

事
業
と
し
て
経
営
統
合
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
給
水
人
口
の

　

汚
水
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

終
末
処
理
場
の
運
転
管
理
や
下
水

道
管
の
清
掃
、
修
理
な
ど
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
下
水
道
使
用
料
で
施
設
管

理
費
と
公
債
費
の
一
部
を
賄
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
か
ら
使

用
料
だ
け
で
は
、
施
設
管
理
費

　
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
と
、

水
洗
ト
イ
レ
に
よ
る
生
活
改

善
と
、
台
所
や
風
呂
な
ど
か

ら
の
生
活
排
水
が
処
理
さ
れ

る
こ
と
で
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
や
集
落
排
水

が
供
用
開
始
と
な
っ
て
い
る

区
域
の
未
接
続
の
方
は
、
早

期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲久美浜町佐濃南地区の農業集落排水処理施設

▲整備中の大宮町善王寺の浄水場

い
た
だ
い
て
い
る
簡
易
水
道
事

業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
会
計
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
簡

易
水
道
事
業
で
は
４
月
か
ら
の

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り

水
道
料
金
収
入
が
前
年
度
と
比

が
賄
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

下
水
道
の
利
用
者
を
増
や
す
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
１
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

の
５
カ
年
の
下
水
整
備
人
口
と

接
続
人
口
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
で
す
。
下
水
の
整
備
人
口
は

約
７
７
０
０
人
増
え
て
い
ま
す

が
、
接
続
人
口

は
約
５
５
０
０

人
の
増
加
で
接

続
率
も
２・
３

㌫
の
上
昇
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
公

共
下
水
道
の
接

続
率
向
上
の
た

め
、
下
水
道
普

及
推
進
員
に
よ

る
戸
別
訪
問
な

ど
を
行
い
接
続

平成 23年度
主要事業

歳入

歳出

　給水人口の減少に伴い料金収入も減少傾向。簡易水道の料金収入
　(青線 ) の急激な上昇（H23）は料金値上げによるもの。

《補足》・平成 24年度以降の数値は推計値
　　　・上水道は年度末の収益的収支の未処分利益剰余金額
　　　・簡易水道は年度末の実質収支額

減
少
を
見
据
え
た
給
水
区
域
の

見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
事
業

の
実
施
に
よ
る
安
定
給
水
の
確

保
と
浄
水
場
の
数
を
減
ら
す
こ

と
な
ど
に
よ
る
経
費
の
削
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
排
水
設
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
や
浄
化
槽
か
ら
下
水
道

に
接
続
し
た
場
合
の
使
用
料

減
額
制
度
な
ど
、
新
規
の
接

続
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

図1
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まちづくり

山
内
直
人
大
阪
大
教
授
を
座
長
に
迎
え
「
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
設
立

市
民
総
幸
福
の
最
大
化
を
目
指
し
て

広域連携

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
意
見
交
換

豊
岡
、
京
丹
後
の
発
展
目
指
し
合
同
会
議

▲豊岡市、京丹後市の幹部職員らが両市の取り組み状況を報告し、
意見交換（久美浜市民局）

▲ＧＮＨの国づくりについて説明するシンレイ副総長（左）

　

研
究
会
は
、
内
閣
府
の
「
幸

福
度
に
関
す
る
研
究
会
」
で
も

座
長
を
務
め
た
山
内
直
人
大
阪

大
学
教
授
を
座
長
に
迎
え
、
学

識
経
験
者
、市
内
の
商
工
、福
祉
、

教
育
関
連
団
体
お
よ
び
行
政
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
設
立
に
先
立
ち
、

中
山
市
長
が
「
本
市
の
素
晴
ら

し
い
特
色
や
環
境
、
心
の
豊
か
さ

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
、
幸
福
感
な
ど
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
、
客
観
的
に
指
標

化
に
努
め
、
市
民
総
幸
福
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
山
内
教
授
が

幸
福
度
に
関
す
る
研
究
事
例
を

報
告
。
▽
健
康
が
幸
福
度
に
大

き
く
影
響
す
る
▽
所
得
は
幸
福

度
と
比
例
し
な
い
▽
失
業
経
験

が
あ
る
と
、
現
に
就
職
し
て
い

て
も
幸
福
感
が
低
い
▽
幸
福
感

は
、
他
人
と
の
比
較
よ
り
も
、

自
分
の
理
想
や
将
来
へ
の
期
待

や
不
安
と
比
較
し
て
考
え
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
山
内
教
授
は
、「
幸

福
度
の
捉
え
方
は
地
域
の
特
性

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
各
地
域

に
応
じ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民

に
よ
る
積
極
的
な
議
論
へ
の
参

加
の
機
会
も
作
る
必
要
が
あ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
研
究
会
で
は
、
そ
の
ほ
か
今
後

の
研
究
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
第
２
次
京

丹
後
市
総
合
計
画
の
策
定
を
見

据
え
な
が
ら
、
研
究
成
果
を
反

映
で
き
る
よ
う
に
、
段
階
的
に
４

つ
の
具
体
的
計
画
を
策
定
。
来

年
度
中
に
「
幸
福
度
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
す

る
こ
と
や
、
26
年
に
掛
け
て
総

幸
福
度
の
指
標
と
す
る
項
目
を

検
討
す
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
10
月
５
日
「
市
民
総
幸
福
の
最
大
化
」
を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、「
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」（
山
内
直
人
座
長
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
市
民
が
幸
福
を
感
じ
る
モ
ノ
、
コ

ト
や
そ
の
最
大
化
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

　王立ブータン大学のペマ・シンレイ副総長をはじめとする
大学関係者らが 9 月27日、京都大学ブータン友好プログ
ラム（代表：松沢哲郎教授）の一環で本市を表敬訪問し、
中山市長らと意見交換を行いました。
　ブータン国が課題としている農村開発問題と、本市の新
たな施策「市民総幸福のまちづくり」に関して、質疑応答。
　本市から「ＧＮＨ（※）の国づくり」について質問を受け
たシンレイ副総長は、「幸福は個人的なもので一般化する
ことは難しい。そのため、ブータン国では４つの柱（“経済”
＝最低限の所得、“環境”＝海・山・田畑などの自然、“文化”
＝人とのつながりを持つセレモニーや祭、“ガバナンス”＝よ
い政治、行政）に基づき、国づくりを進めている」「幼いこ
ろから『幸福とは何か』を教育していくこと、『あるものに感
謝すること』もとても大事なことだ」などと回答しました。
　また、ブータン国の農村部で生じている人口減少に対す

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推

進
」
で
は
、
本
市
が
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
豊
岡

市
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に

つ
い
て
報
告
。
取
り
組
み
状
況
や

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
両
市
が
と
も
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
互
い
に
情
報

交
換
し
な
が
ら
同
事
業
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
同
会
議
で
両

市
が
共
同
宣
言
を
行
っ
た
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
す
め
る
さ
と
づ
く
り
」

に
関
し
て
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

京
丹
後
」
の
取
り
組
み
を
野
村
重し

げ

　
会
議
は
、豊
岡
市
の
中な

か

貝が
い

市
長
、

本
市
の
中
山
市
長
を
は
じ
め
両
市

の
幹
部
職
員
ら
26
人
が
出
席
し
行

◀
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
様
子

　
兵
庫
県
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
が
連
携
し
、
丹
後
・
但た

じ
ま馬
地
域
の
発
展

を
目
指
す
た
め
の
「
豊
岡
市
・
京
丹
後
市
合
同
会
議
」
が
10
月
９
日
、
久

美
浜
市
民
局
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
会
議
で
は
、

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
８
項
目
に
つ
い
て
両
市
の
取
り
組
み
状
況
の
報
告
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嘉よ
し

代
表
が
報
告
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
め
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
実
践
し
て
い
る
冬
季

湛た
ん

水す
い

や
低
農
薬
栽
培
に
つ
い
て
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア
「
八
べ
え
」
と

「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」
の
営
巣
と
子
育
て

姿
の
映
像
を
交
え
て
紹
介
。「
こ
の

取
り
組
み
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

障害者福祉課
☎ 69‐0320

る対策については、本市農政課が回答。丹後町袖志の棚
田保全や農家民泊などの活動を紹介しました。
　最後に、シンレイ副総長が「今回の訪問をきっかけに、
お互いが学びあい、交流ができるようになれたらうれしい」
とあいさつ。交流の発展が期待されるものとなりました。

※ブータン国が提唱する、国民全体の幸福度を示す尺度。ＧＮ
Ｈ（グロス・ナショナル・ハピネス）＝国民総幸福量。国家の施
策にＧＮＨを取り入れていることから、世界的に注目されている

　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に
関する法律」（障害者虐待防止法）が平成２４年１０月１日か
ら施行されています。虐待の禁止、予防によって、障害者の
権利利益を擁護することを目的としています。
　同法で「虐待」は、「身体的虐待」「放棄・ネグレクト」「心
理的虐待」「性的虐待」「経済的虐待」の５つに定義づけさ
れており、家族など養護者による虐待、福祉施設の従業員
など障害者福祉施設従事者等による虐待、雇い主など使用
者による虐待を禁止しています。
　また、「虐待の発見者は、速やかに市に通報しなければな
らない」と規定。発見者に通報義務を課すことによって、早
期対応や支援が可能となり、虐待されている障害者の保護
や、虐待に関して家族や職場などが抱える問題に対応でき
ることが期待されています。
　同法の施行を受け、市でも、障害者の安定した生活や社
会参加のために、「虐待の防止や早期発見」「迅速な対応」

「障害者や養護者への適切な支援」の強化を図っていくこと
としています。
　通報者の情報や通報の内容など、秘密は守られますので、

障害者への虐待に気付いたり、そ
の疑いがある場合には、障害者福
祉課へご連絡ください。

　市が関西電力㈱の節電要請を受けて、７月２
日から９月７日までに取り組んだ庁舎など（※）
の節電対策の実績がまとまりました。この期間
の電力使用量は、目標として設定していた「平
成 22 年の同時期比 18㌫減」を上回る 21・６㌫
の削減を達成しました。
　市では、冷房温度の 29 度設定や照明の間引
き点灯など、昨年と同様の節電対策に加え、新
たに庁舎の電力使用量を監視する「デマンド監
視システム」を導入。また、水曜日のノー残業デー
に加えて金曜日もノー残業デーとする「第２ノー
残業デー」を設定し、節電に努めました。
　ご来庁の皆さまには、節電対策にご協力いた
だきありがとうございました。
※６庁舎、ら・ぽーと及び峰山総合福祉センター　

まちづくり
王立ブータン大シンレイ副総長らが表敬訪問

“幸福”について意見交わす

虐待に気付いたら速やかに通報を

障害者虐待防止法が施行
福祉

「デマンド監視」や「ノー残業デー」導入

電気使用量２１.6%減
節電
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環境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
事
業
化
セ
ミ
ナ
ー
に
１
４
０
人
が
参
加

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
づ
く
り

財政

峰
山
及
び
久
美
浜
統
合
保
育
所
の
整
備
に
１
億
９
２
８
０
万
円

補
正
予
算
５
億
８
６
４
９
万
円
の
追
加

人権

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
に
５
氏

◀「片道200円レール」を使って
着物のイベントに参加した市内の
女性たち
▶「片道 200 円レール」のパン
フレットと「まち歩きマップ」

▲再生可能エネルギーについて話す飯田さん（右）

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
５
人
の
方
に
法
務
大
臣

の
委
嘱
状
が
京
都
地
方
法
務
局
京
丹
後
支
局
の
塩
見
勝か

つ

博ひ
ろ

支
局
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
中
江
香
代
子
さ

ん
（
丹
後
町
徳
光
）、
永
井
ゆ
み
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
栄
町
）、
吉

田
範
充
さ
ん
（
峰
山
町
新に

ん

治ば
り

）、
安
達
德
一
さ
ん
（
久
美
浜
町
口
馬

地
）、
井
上
宗
円
さ
ん
（
久
美
浜
町
湊
宮
）
で
す
。
任
期
は
、
今
年

10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
毎
週
木
曜
日
の
人
権
相
談
や
法
律
・
人
権
・

行
政
合
同
相
談
、
人
権
の
花
運
動
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（新任）永井 ゆみ子さん

（再任）井上 宗
そう

円
えん

さん （再任）吉田 範
のり

充
みつ

さん（再任）安達 德
とく

一
いち

さん

（新任）中江 香代子さん

雇
用
創
出
に
期
待

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
創
る
京
丹
後
の
元
気
」
は

９
月
23
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網

野
町
）
で
開
催
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
（
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
の
飯
田
哲て

つ

也な
り

所
長
に
よ

る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

域
展
開
」
と
題
し
た
基
調
講
演

や
、
㈱
日
進
製
作
所
の
山
岡
経け

い

　
太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
創
る
京
丹
後
の
元
気
」
と
、
同
シ
ン
ポ
に
続
く
事
業
化
セ
ミ

ナ
ー
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
展
開
」
が
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
、
延
べ
約
１
４
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
両
会
合
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
先
進
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
ほ
か
、
本
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
可
能
性
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

京
丹
後
産
品
市
場
開
拓
ト
ラ
イ
ア

ル
事
業
補
助
金
（
第
３
号
）

�

▼
２
５
０
万
円

　
首
都
圏
に
お
け
る
京
丹
後
産
品

の
知
名
度
向
上
と
持
続
可
能
な
市

場
の
開
拓
を
目
指
す
「
公
益
財
団

法
人
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
）」
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
神
奈

川
県
川
崎
市
に
あ
る
地
産
都
消
型

農
産
物
直
売
チ
ェ
ー
ン
店
で
地
場

産
品
を
販
売
し
、
京
丹
後
ブ
ラ
ン

ド
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
検

討
経
費
（
第
３
号
）		



　
　

�

▼
４
０
２
万
円

　
地
域
主
導
型
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
事
業
化
に
向
け
て
、
市

内
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
量

に
関
す
る
調
査
や
、
市
民
や
事
業

者
を
対
象
と
し
た
導
入
の
意
向
調

査
を
行
い
ま
す
。

国
サ
ム
ソ
島
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
㌫
自
給
を
達
成
し
た
こ
と

を
紹
介
。「
今
ま
で
は
、
他
地
域

で
作
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
『
使
う
』

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
が
、
今

後
は
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

自
分
た
ち
で
『
作
る
』
時
代
だ
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
岡
さ
ん
は
、
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
仕
組

み
な
ど
を
解
説
。
風
力
、太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
経
済
性
や

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
加
え

て
、
事
業
化
ま
で
に
必
要
な
要

素
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

事
業
化
に
向
け
具
体
的
に
検
討

　
セ
ミ
ナ
ー
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
展
開
」の
２
回
目
は
、

11
月
11
日
に
ら
・
ぽ
ー
と
で
開

催
。
専
門
家
や
市
内
の
事
業
者

な
ど
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を

行
い
ま
す
。

小･

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

経
費
（
第
２
号
）

�

▼
５
４
３
９
万
円

　
小
・
中
学
校
の
再
配
置
に
伴
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
購
入
し
ま
す
。

大
宮
第
二
小
（
平
成
25
年
４
月
か

ら
大
宮
南
小
）
に
２
台
、
久
美
浜

中
に
６
台
配
置
し
ま
す
。

峰
山
及
び
久
美
浜
統
合
保
育
所

整
備
経
費
（
第
３
号
）

�

▼
１
億
９
２
８
０
万
円

　

平
成
26
年
度
中
の
開
所
を
目

指
し
、
統
合
保
育
所
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。
両
保
育
所
を
建
設
す

る
た
め
の
実
施
設
計
や
用
地
買
収

を
行
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
、
第
３
号
）
が
９
月
定
例
市
議
会
本
会
議
で
成
立
し
ま

し
た
。
第
２
号
の
補
正
額
は
「
小
・
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
経
費
」
な
ど
早
期
に
事
業
着
手
を

図
る
必
要
の
あ
る
も
の
で
、
６
８
７
０
万
円
。
第
３
号
の
補
正
額
は
、「
峰
山
及
び
久
美
浜
統
合
保

育
所
整
備
経
費
」
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
検
討
経
費
」
な
ど
５
億
１
７
７
９
万
円
。
補

正
後
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
３
２
２
億
６
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補 正 予 算

▶
川
崎
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
産
都
消
型
の

農
産
物
直
売
チ
ェ
ー
ン
店
「
わ
く
わ
く
広
場
」

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
買
い
物
客

助す
け

社
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ

ト
丹
後
の
味
田
佳け

い

子こ

事
務
局
長

お
よ
び
中
山
市
長
に
よ
る
公
開

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
飯
田
さ
ん
は
「
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
原
子
力
に
比

べ
て
何
倍
も
の
雇
用
を
地
元
で

創
出
で
き
る
。
行
政
と
地
元
が

協
力
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
話
し

ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー「
使
う
」か
ら「
作
る
」へ

　
セ
ミ
ナ
ー
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
展
開
」
は
10
月
14

日
、
ら
・
ぽ
ー
と
（
網
野
町
）
で

開
催
。
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
研
究
員
の
古ふ

る

屋や

将し
ょ
う

太た

さ
ん
と
同
技
術
士
の
吉
岡

剛つ
よ
しさ
ん
が
、
国
内
外
で
行
わ
れ

て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
先
進
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
そ
の
仕
組
み
や
地
域
が
取
り

組
む
必
要
性
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

古
屋
さ
ん
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

　市では、10 月1日から「乗って歩いて健康長寿、乗っ
て歩いて地域活性化」のテーマのもと、ＫＴＲの利用促
進を図るため、65 歳以上の方が往復 400 円でＫＴＲを
利用できる「片道 200 円レール」事業に取り組んでいます。
　行楽シーズンの今、家族や友人と一緒にＫＴＲを利用
し、沿線のまちの魅力の再発見に出掛けてみませんか。
　ご利用の際は、市内全戸に配布している片道 200 円
レールのパンフレット（右下写真）をご覧いただき、付
属の「片道 200 円乗車きっぷ」に必要事項をご記入の
上、駅にお持ちください。なお、65 歳以上であること
を証明する身分証が必要となります。詳しくは、パンフ
レットをご覧いただくか、企
画政策課（☎ 69-0120）へ
お問い合わせください。

まちづくり
ＫＴＲ沿線の「まち歩きマップ」も発刊

高齢者片道200円レール
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シリーズ
　

多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
、

税
収
だ
け
で
は
行
政
経
費
を
賄

ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ

て
収
入
に
大
き
な
差
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
財
源
の
不

均
衡
を
解
消
し
、
各
地
方

自
治
体
が
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
お
金
を
保
障

す
る
仕
組
み
が
地
方
交
付

税
制
度
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
「
普
通

交
付
税
」
と
「
特
別
交
付

税
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

毎
年
交
付
さ
れ
ま
す
。
普

通
交
付
税
は
、
日
々
の
行

政
運
営
に
必
要
な
経
費

（
標
準
的
な
財
政
需
要
）

に
対
す
る
収
入
不
足
額
（
財
源

不
足
額
）
に
見
合
う
額
が
交
付

さ
れ
ま
す
。　

　
市
町
村
合
併
は
、
一
般
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
経
費
の
節
減
が
図
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

普
通
交
付
税
は
減
少
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
合
併

直
後
か
ら
行
政
経
費
が
節
減
で

き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
合
併

後
10
年
間
（
４
月
１
日
合
併
の

場
合
は
11
年
間
）
は
、
合
併
前

の
旧
市
町
村
が
存
続
す
る
も
の

と
し
て
算
定
し
た
額
（
合
併
算

定
替
）
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

本
市
も
こ
の
特
例
措
置
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
適
用

期
間
は
平
成
26
年
度
ま
で
。
そ

れ
以
降
は
段
階
的
に
減
少
し
、
平

成
32
年
度
か
ら
は
本
市
本
来
の

額
に
な
り
ま
す
（
右
下
グ
ラ
フ
）。

　

今
年
度
の
合
併
算
定
替
に
よ

る
普
通
交
付
税
の
増
加
額
は
、

約
31
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
左

グ
ラ
フ
）。
普
通
交
付
税
の
算
定

基
準
は
毎
年
度
変
更
さ
れ
る
た

め
、
合
併
算
定
替
の
額
も
年
度
に

よ
っ
て
増
減
し
ま
す
が
、
今
年
度

の
増
加
額
を
基
準
と
し
た
場
合
、

平
成
27
年
度
か
ら
約
31
億
円
が

減
少
。
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計

収
入
決
算
額
（
３
３
７
億
８
千
万

円
）
で
見
た
場
合
、
約
１
割
の

収
入
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
は
、
地
方
自
治

体
が
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
一
般
財
源
で
す
の
で
、
こ
の
減

少
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
使

う
お
金
（
支
出
）
を
節
約
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
の
財
政
運

営
は
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
複
雑
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
増
大
や
少

子
高
齢
化
な
ど
へ
の
対
応
の
ほ

か
、
保
育
所
や
学
校
の
再
配
置

事
業
な
ど
大
型
事
業
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
市
で
は
、
職
員
数
の
削

減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、
借

金
残
高
の
抑
制
に
よ
る
将
来
の

返
済
額
の
軽
減
、
普
通
交
付
税

の
減
少
に
備
え
た
「
合
併
特
例

措
置
逓て

い

減げ
ん

対
策
準
備
基
金
」
へ

の
積
み
立
て
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
国
に
対
す
る
制
度

改
善
要
望
と
と
も
に
、
こ
の
ほ
ど

策
定
し
た
「
補
助
金
等
に
関
す

る
基
本
方
針
」
お
よ
び
「
公
共

施
設
の
見
直
し
方
針
」
に
基
づ

い
て
、
さ
ら
な
る
歳
出
抑
制
の
取

り
組
み
を
進
め
、
行
財
政
改
革

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

普通交付税の合併算定替

ガイド

台 

京
わ が ま ち
丹後市の

台 

所
事
情

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

90%
70%

50%
30%

10% Ｈ32 以降０％

Ｈ32 （年度）

普通交付税の合併特例の減少イメージ

Ｈ26まで100％

本来の普通交付税額

Ｈ33

合併算定替による増加額
（Ｈ27年度から段階的に縮小）

つながりの中に学びを育む
　京丹後市の将来を担う子どもたちの健やかな成長を育むためには、時代に的確に対
応した教育環境を整えることが重要です。市教育委員会では、「小中一貫教育」の実現
を柱とする「学校教育改革構想」の策定に取り組んでいます。今回は、小中一貫教育
の具体的な教育内容について、Q ＆ A でお知らせします。

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に

⑤

問
学
校
教
職
員
の
体
制
は

変
わ
り
ま
す
か
。

答
今
年
度
は
、
小
学
校
と

中
学
校
の
連
携
を
担
当

す
る
専
門
教
員
を
、
小
中
一
貫

教
育
モ
デ
ル
校
の
峰
山
、
網

野
両
中
学
校
に
市
費
で
配
置

し
ま
し
た
。
市
全
体
で
は
、
小

学
校
の
授
業
を
担
当
す
る
中

学
校
教
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

小
中
一
貫
教
育
の
実
施
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、小
中
一
貫
教
育
で
は
、

小
学
校
高
学
年
の
一
部
で
教
科

担
任
制
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
教
職
員
体
制
の
拡
充

に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

へ
の
き
め
細
か
な
指
導
の
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

問
小
学
校
の
教
科
担
任
制

と
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導

形
態
で
す
か
。 

答
中
学
校
の
よ
う
に
各
教

科
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
教

員
が
受
け
持
つ
の
で
は
な
く
、

学
校
の
規
模
や
条
件
に
応
じ

て
、
一
部
の
教
科
で
専
任
の
教

員
を
配
置
し
た
り
学
級
担
任

な
ど
が
交
代
で
授
業
を
行
っ
た

り
す
る
指
導
形
態
で
す
。

　
　

小
学
校
高
学
年
の
時
期
に
、

子
ど
も
た
ち
を
複
数
の
教
員

の
目
で
見
て
、
き
め
細
か
な
指

導
を
進
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

問
市
外
の
学
校
に
転
校
す

る
と
き
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
違
い
な
ど
の
問
題
は
生
じ

ま
せ
ん
か
。

答
文
部
科
学
省
が
各
教
科

の
学
習
内
容
に
関
す
る
全

国
的
な
基
準
を
「
学
習
指
導

要
領
」
で
示
し
て
お
り
、
本

市
の
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
こ

れ
に
準
拠
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
市
外
の
学
校

の
学
習
内
容
と
大
き
く
異
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
独
自
の
特
色
あ
る
学

習
は
あ
り
ま
す
か
。 

答
地
域
を
題
材
と
し
て
、
各

教
科
の
学
習
と
関
連
付

け
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ

「
丹
後
学
」
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

言
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
育
む
た
め
の
授
業
を
、

小
中
学
校
の
９
年
間
を
通
し

て
系
統
的
に
進
め
ま
す
。

問
「
丹
後
学
」
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
実
践
す
る
の

で
す
か
。

答
本
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
た
め
、
市
の
歴
史
や
文
化
、

産
業
な
ど
を
体
系
的
に
探
究
・

体
験
し
た
り
、
地
域
の
人
か
ら

教
わ
っ
た
り
す
る
学
習
活
動

を
行
い
ま
す
。
小
学
校
低
学

年
か
ら
実
施
し
、
自
分
の
将

来
や
よ
り
良
い
生
き
方
を
考

え
る
学
習
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　
　

各
学
年
の
学
習
内
容
や
学

習
時
間
は
、
現
在
、
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
の
教
育
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
家
庭

や
地
域
社
会
が
協
力
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

つながりの中に学びを育む
京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に網

野
中
駅
伝
部
員
を
招
き
開
か
れ
た

「
駅
伝
教
室
」（
島
津
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
小
中
一
貫
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
小
中
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
・
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
網
野
町
の
網
野
中
学
校
区
で

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

⑤

「
網
野
中
学
校
区
」

　

島
津
小
学
校
は
10
月
１
日
、

網
野
中
学
校
駅
伝
部
員
を
招
い

た
「
駅
伝
教
室
」
を
開
き
、
児

童
が
走
り
方
や
練
習
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

同
小
が
「
小
学
校
駅
伝
競
走

大
会
」（
10
月
27
日
開
催
）
出
場

を
前
に
、
中
学
生
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
走

る
こ
と
へ
の
興
味
や
意
欲
を
高

め
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

教
室
に
は
５
、６
年
生
が
参

加
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
腕

の
振
り
方
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
中
学
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
分
か
り
や

す
か
っ
た
。ま
た
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
話
し
、
充
実
し
た
表
情

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

答
中
学
校
区
を
単
位
と
し

て
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織

の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
全
市
域
で
実
施
し
て
い

る「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
つ
い
て
は
、
市
民
が
学
校
教

育
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す

る
仕
組
み
を
整
え
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
内
容
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
、
放

課
後
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
学

習
や
体
験
で
き
る
機
会
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
市

を
挙
げ
て
進
め
る
こ
と
と
し
、

そ
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

市
民
参
画
に
よ
り
進
め
ま
す
。

市 内 で 進 む
幼・保・小・中連携

学校支援ボランティアによる小学生の部
活動体験支援（峰山中学校区）

普
通
交
付
税
の
特
例
措
置

0

30

60

90

120

150

合併算定替額

京丹後市本来額
89.6 92.8 97.6 99.5 101.9

25.6 25.0 27.0 31.4 31.2
115.2 117.8 124.6 130.9 133.1

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

普通交付税の状況 （単位：億円） 減
少
幅
は
約
31
億
円

行
財
政
改
革
を
一
層
推
進

約 31億円
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「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」（Re-Style

）
と
は
、

平
成
14
年
版
循
環
型
社
会
白
書
で
国
が
唱

え
た
廃
棄
物
削
減
の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
Ｒ
ｅ
を
推

進
す
る
生
活
様
式
の
こ
と
。
本
市
で
は
、

こ
の
３
Ｒ
の
考
え
に
、
不
必
要
な
も
の
は

購
入
し
な
い
、
利
用
し
な
い
（
発
生
さ
せ

な
い
）
と
い
う
立
場
を
と
る
「
リ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
考
え
方
を
加
え
て
４
Ｒ
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
」。

不
用
品
や
廃
物
を
再
資
源
化
し
、
新
た
な

製
品
の
原
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

　
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
え
ば
、
紙
や
ビ
ン
な

ど
の
再
利
用
を
思
い
付
く
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
前
号
の
「
リ
ユ
ー
ス
」
と
同

様
に
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
切
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
身
近
に
で
き
る
資
源

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
例
え
ば
読
み
終
わ
っ
た
後
の
新
聞
。
資

源
ご
み
と
し
て
地
域
の
回
収
な
ど
に
出
す

こ
と
で
、
新
た
な
紙
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
身
近
な
リ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
古
新
聞
は
昔
か
ら
包
装
紙
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

注
目
し
た
い
の
が
古
新
聞
を
使
っ
た
“
新

聞
エ
コ
バ
ッ
グ
”（
写
真
）。
紙
で
す
の
で

水
気
に
は
弱
い
も
の
の
結
構
丈
夫
で
、
写

真
紙
面
や
英
字
新
聞
を
使
え
ば
、
お
し
ゃ

れ
な
バ
ッ
グ
に
な
り
ま
す
。
作
り
方
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
作
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
弥
栄
町
船ふ

な

木き

に
あ
る
「
京
丹
後
市
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
な
ど
の
食
物
残
さ
を
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
や
肥
料
の
原
料
と
し
て
有
効

活
用
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
可
燃
ご
み
と

し
て
処
理
し
て
い
た
生
ご
み
も
き
ち
ん
と

分
別
す
れ
ば
資
源
に
な
り
ま
す
。
施
設
で

作
ら
れ
た
液
体
肥
料
（
液
肥
）
は
、
有
機

質
肥
料
と
し
て
田
畑
の
ほ
か
家
庭
菜
園
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
循

環
型
農
業
の
形
成
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　
使
用
済
み
の
食
用
油
は
、
軽
油
の
代
替

品
と
な
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ

Ｄ
Ｆ
）
や
せ
っ
け
ん
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
増
や
さ
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
。

市
の
学
校
給
食
配
送
車
や
ご
み
収
集
車
の

ほ
か
、
農
業
用
車
両
の
燃
料
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ

コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」（
野
木
武
理
事
長
）で
は
、

廃
食
用
油
の
回
収
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
利
用
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
践
し
な
が
ら
、
新
し
い
商
品
を
買
う
と

き
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
買
う
こ
と
で

〝
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
〟
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
丹
後
が
誇
る
自
然
の
美
し
さ
は
、私
た
ち
市
民
の
「
宝
」
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
こ
の
美
し
い
姿
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
美
し
い
丹
後
の

自
然
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」
で
環
境
を
意
識
し
た
生

活
様
式
に
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」
で

エ
コ
な
暮
ら
し
を

岡お
か 

眞ま
さ

子こ

さ
ん
（
久
美
浜
町
栃と

ち

谷だ
に

）

■市民などが取り組むこと
《市民や事業者の責務》
　市民は、暴力団排除に自主的かつ相互に連携して取
り組むように、また事業者は、その行う事業に対し、
暴力団との一切の関係を遮断するように努めるものと
します。さらに、市が行う施策への協力や暴力団排除
の情報提供にも努めるものとします。

《威力利用行為、利益供与の禁止》
　事業者は、暴力団の威力を利用したり、活動や運営
に協力する目的で利益供与を行ったりしてはなりませ
ん。
■市が取り組むこと
《市の責務》
　市は、国、京都府、市民団体および市民などと連携し、
暴力団排除に関する施策を推進するものとします。

《暴力団排除のための施策》
　市は、公共工事や事務事業から暴力団を排除するも
のとします。また、市民や事業者が暴力団排除に取り
組むことができるよう、情報提供などを行います。

《公の施設の利用制限、市財産の貸付などの禁止》
　市は、暴力団の活動行事に対して、市が設置した公
の施設の使用を許可しないものとします。また、市の
財産の貸し付けなどをしないものとします。 

《青少年の健全な育成》
　市は、中学生などが暴力団に加入せず、暴力団員に
よる犯罪の被害を受けないための教育の推進に努める
ものとします。

《公共工事からの暴力団排除》
　市は、暴力団員等（※）と請負契約をしないものとし
ます。また、市と請負契約した元請契約者（下請契約者
を含む）なども暴力団員などと契約をしてはなりませ
ん。
⇒市は、150万円以上の契約において、元請契約者などか
ら暴力団員ではないことなどの誓約書を徴し、元請契約者な
どは、誓約書を５年間保存しなければなりません。

《罰　則》　
　・誓約書の虚偽記載をした者
　　　１年以下の懲役または 50万円以下の罰金
・誓約書を徴しなかった者、５年間保存しなかった者
　　　５万円以下の過料
⇒市は、必要な限度において元請契約者などに報告や資料
の提出を求めることができます。

　・報告や資料の提出をしなかった者、虚偽の報告や資
　　料の提出をした者
　　　20万円以下の罰金
《両罰規定》
　法人（法人でない団体の代表者を含む）の代表者、従
業者などが業務に関して条例に定める違反行為をした
ときは、行為者を罰するほか、その法人または代表者
などに対しても、罰金刑が科されます。

　
暴
力
団
は
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済

活
動
に
深
く
介
入
し
大
き
な
脅
威
を
与

え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
平
成
３
年
に「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
本
格

的
な
暴
力
団
対
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
法
改
正
に
よ
り
、「
暴

力
排
除
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
事

業
者
や
国
民
な
ど
へ
の
情
報
提
供
や
助

言
、
指
導
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
」
が
地
方
自
治
体
に
義
務
付
け
ら

れ
、
京
都
府
を
は
じ
め
全
て
の
都
道
府

県
で
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
京
都
府
の
条
例
は
府
下
の

自
治
体
の
事
務
事
業
に
は
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
府
内
の
市
町
村
で
独
自

の
規
定
を
設
け
た
条
例
を
制
定
す
る
動

き
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

  

本
市
で
も
、
こ
の
９
月
定
例
市
議
会

で「
京
丹
後
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
を

制
定
し
、
来
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、「
市
民
の
安
全
・
安

心
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
」「
事
業
活

動
の
健
全
な
発
展
」「
青
少
年
の
健
や

か
な
育
成
」
を
目
的
に
、
暴
力
団
排
除

に
関
す
る
基
本
理
念
、
市
や
市
民
な

ど
の
責
務
お
よ
び
市
の
施
策
な
ど
を
定

め
、
社
会
全
体
で
暴
力
団
の
排
除
を
進

め
る
も
の
で
す
。

暴力団排除はみんなの手で！

京丹後市暴力団排除条例を制定 違反者には罰則

（※）暴力団員等
　「暴力団員」「法人でその役員または規則で定める使用
人のうちに暴力団員のあるもの」「個人で規則で定める使
用人のうちに暴力団員のあるもの」「暴力団員がその事業
活動を支配する者」

市
民
協
働
課

☎
６
９
‐
０
２
４
０

平成25年1月1日施
行

エ
コ
ス
タ
イ
ル

　

久
美
浜

湾
に
は
、

町
中
を
流

れ
る
大
小

13
も
の
河

川
が
注
い

で
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
格
好
の
遊
び
場
で
し
た
。

　
私
は
、「
子
ど
も
が
安
心
し
て
泳
げ
る
海
、

川
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
仲
間

と
「
ク
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ス
会
」
を
立
ち
上

げ
活
動
し
て
い
ま
す
。「
台
所
か
ら
美
し
く
」

を
合
言
葉
に
、
生
活
雑
排
水
を
な
る
べ
く

排
出
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
広
め
る

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

会
で
は
、
有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を

利
用
し
て
、
廃
食
用
油
が
原
料
の
せ
っ
け

ん
を
作
っ
た
り
、
米
の
と
ぎ
汁
で
液
肥
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
廃
食
用
油
も
米

の
と
ぎ
汁
も
、
そ
の
ま
ま
流
す
と
河
川
や

海
を
汚
し
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
環
境
に
や
さ
し
く
有
益
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

私
の

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

☎
６
９
‐
０
４
８
０

古新聞を使って簡単に作ることができる
“ 新聞エコバッグ ”
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基本理念　暴力団を「恐れない」「資金提供しない」「利用しない」
これらを基本として国、京都府、市、市民および事業者が相互に連携、協力し、
社会全体で推進されなければなりません。
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ふるさとの自慢や伝統文化を後世に伝
えようと、「かんじきづくり講演会」が
9月 28日、大宮第三小（大宮町）で
開かれました。同講演会は、同小が祖
父母参観に併せて企画したもの。
この日学校を訪れた30人の祖父母た

ちは、児童たちと一緒に、地元でかんじ
き名人と呼ばれる田上逸

いつ

郎
ろう

さん（同町
五
い

十
か

河
が

）の講演に耳を傾けました。また
講演の後には、田上さんが作った「かん
じき」を孫たちに履かせたり、孫たちが
喜んで歩く姿を見たりして、昔を懐かしん
でいました。
児童たちは、「思ったより軽い、雪の上

で歩いてみたい」などと感想を述べてい
ました。
同小で行われる最後の祖父母参観で

名人の技に触れ、楽しい思い出をつくり
ました。

　「峰山町高齢者大学」の一般教養講座が 10月 4日、
峰山地域公民館（峰山町）で開催されました。
　峰山町内の住民約30人が参加し、転倒予防策として、
体力づくりの必要性や私生活での注意点を学びました。
　講演の後、転ばない体づくりを目的とする「おたっ
しゃ体操」（府推奨）の実技指導も行われ、片足立ちや
スクワットなどを体験しました。この他、振り込め詐
欺などの犯罪被害についての講演や大正琴、オカリナ
の演奏も行われ、有意義な時間を過ごしました。

　弥栄町内の女性団体「ウインズやさか野」
（今西茅

ち

織
おり

会長）と府内の女性団体「ステッ
プあけぼの」宮津・与謝支部（糸井範子支
部長）のメンバーが 9月28日、やさか花
の木（今西会長宅）で交流会を開きました。
ステップから「ウインズの活動を間近に見て
今後の活動に生かしたい」と打診を受けた
ウインズが、同団体を招いたもの。
　ウインズのメンバーは、スライドを使って
「小学校への花のお届け事業」や、「冬季
のイルミネーション事業」などの活動内容
を紹介。今西会長の男女共同参画をテーマ
とした講談も行われました。
　また、手話を交えて童謡「ふるさと」の
合唱や、会場付近にあるちりめん工房や醬
油屋の見学を通して交流を深めました。
　今西会長が「これを機に助け合い、元気
に活動していきましょう」と参加者たちに呼
び掛けると、糸井支部長は、「ウインズの皆
さんはとてもパワフル。この交流会が、今後
の活動に生かせる大きな収穫になりました」
と話していました。

　川上小（久美浜町）が 9月25日、恒例の「やきもの教室」
を開きました。同校の保護者たちが昭和 49 年に手作り
窯
がま
を設置して以来毎年行っているもので、児童たちに物づ

くりの面白さを伝え、伝統文化に親しんでもらうことが目
的。全校児童48人と保護者、地域の方たちが一緒になっ
て陶芸にチャレンジしました。
　児童たちは、土で手を真っ白にしながら花瓶、茶わんな
ど思い思いの作品を制作。表札を作った西山晴

はる

紀
き

さん（5
年）は、「漢字の部分が難しかったけど、満足いくものが
できました。焼き上がりが楽しみです」と話していました。

　地元食材で特産品づくりを目指す宇川
美
お

味
い

しんぼ倶
く

楽
ら

部
ぶ

の女性会員を対象に、
「宇川料理教室」（宇川里力再生会議主催）
が 9月 30日、丹後町の平

へい

住民センター
で開催されました。
　同教室は、これまでに同倶楽部員が考
案したアイデア料理（全 36種類）の作
り方を知ってもらおうと企画され、20人
の会員が参加。地元産で旬のぶどうを白
あんで包み込んだ「ぶどう大福」の作り
方を学びました。
　参加者のひとり酒井美

み

苗
な

子
こ

さん（同町平）は、「今は
試行錯誤の時。大勢の人の手で、いろんな味を試して
一番の味を追求したい」と話していました。
　この他、地元で昔から伝わる渦

うず

巻き模様をした「渦
巻きせんべい」※も作り、素朴な味を楽しんでいました。
　※10月28日開催の「第3回宇川美味しんぼ大会」出品予定

　網野中学校の3年生97人が10月2日、
障害のある人たちの生活を体験しました。
障害に対する正しい認識を持ち、さまざ
まな立場にある人の気持ちを理解する心
を育てることを目的に、同校が毎年実施
しているものです。
　生徒たちは、車いす、アイマスクによ
る歩行、点字、手話の４つの体験講座か
ら希望する講座を選択。講師を務める社
会福祉協議会の職員や、目や耳に障害
のある人たちから点字や手話を使ったコ
ミュニケーションを学んだり、車いすや
アイマスクを使った歩行を体験したりし
ました。また点字講座では、講師を務め
た点字ボランティアの平野ゆかりさんか
ら、一般的な6点式点字の読み方や点字
器の使い方を習得。生徒たちは、平野講
師から「『私は』の『は』は『わ』、『お
とうさん』の『う』は『－』と表します」
などとアドバイスを受けながら、点字用
紙に自分の名前や短文などを打ち込みま
した。
　松本佳樹君は、「点字器で文章をつくる
のは地道な作業ですが、コミュニケーショ
ンを図るためには欠かすことのできない
大切な作業だと思います」と話していま
した。

▲平野講師にアドバイスを受けながら点字器を使う生徒たち

▶
「
お
た
っ
し
ゃ
体
操
」
の
片
足
立
ち
の
実
技
指
導
を

受
け
る
参
加
者

▲ぶどう大福を作る女性会員

▲手話を交えて童謡「ふるさと」を歌う女性たち

▲田上さんの「かんじき」を児童たちに履かせる祖父母たち

▶
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
品
を
作
り
上
げ
る

児
童
た
ち
【
児
童
た
ち
の
作
品
は
11
月
３・４
日
に
開
か
れ
る
久

美
浜
町
文
化
祭
（
久
美
浜
小
）
で
展
示
さ
れ
る
予
定
】

か
ん
じ
き
名
人
の
技
、
孫
た
ち
へ

「
ぶ
ど
う
大
福
」
で
ま
ち
お
こ
し

学校の“手作り窯
がま

”で陶芸品
川上小で恒例の「やきもの教室」

「おたっしゃ体操」で転倒予防
高齢者が体力づくりの必要性学ぶ

丹 後 町

大 宮 町

峰 山 町

9月28日

9月25日
久美浜町

地
元
食
材
で
特
産
品
開
発

最
後
の
祖
父
母
参
観
で
思
い
出
づ
く
り

網
野
中
３
年
が
車
い
す
や
点
字
器
で
福
祉
体
験

点
字
器
の
使
い
方
教
わ
り
、
短
文
の
作
成
も
10月2日
網 野 町

ウ
イ
ン
ズ
が
他
市
町
の
女
性
団
体
と
交
流
会

小
学
校
へ
の
花
の
お
届
け
事
業
な
ど
活
動
を
紹
介
9月28日
弥 栄 町

9月30日

10月4日

182012.11
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あなたに合った体重を維持しましょう

  

　　
丹
後
地
域
に
は
、
子
育
て
サ
ロ

ン
や
親
の
会
、
育
児
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
数
多
く
の
「
子
育
て
支
援
団

体
」
が
あ
り
ま
す
。

　
丹
後
広
域
振
興
局
で
は
、
各
団

体
の
交
流
や
連
携
を
促
進
し
、
丹

後
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
「
丹
後
地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
昨
年
度
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

約
40
の
団
体
で
構
成
す
る
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
昨
年
度
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
企
画
や
会
議

を
実
施
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
お

互
い
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
や
、

子
育
て
に
関
す
る
意
見
交
換
な
ど

で
交
流
を
深
め
、
そ
の
活
動
に
も

広
が
り
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
独
自

に
子
育
て
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、
開
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
12
月
、
子
育
て
世
代
の
親
子
が

一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
子

育
て
フ
ェ
ス
タ
in 

丹
後
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
専
門
家
に
よ
る
子
育

て
相
談
室
や
、
子
育
て
支
援
団
体

の
紹
介
に
加
え
、
映
画
の
上
映
会

や
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
教
室
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
子
ど
も
連

れ
な
ど
、
約
１
５
０
人
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
来
年
３
月
16
日
、

17
日
に
「
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
in 

丹

後
」
を
開
催
す
る
予
定
で
、
現
在
、

当
日
の
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

企
画
や
当
日
の
運
営
は
、
子
育
て

を
応
援
し
た
い
団
体
で
あ
れ
ば
ど

ん
な
団
体
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
丹
後
地
域
子

育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参

加
し
て
、
行
政
や
地
域
の
子
育
て

支
援
団
体
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、「
丹
後
地
域
子

育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
丹
後
広
域
振
興
局
で
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る
民
間
団
体
と
行
政
や
教
育
機

関
で
構
成
す
る
「
丹
後
地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
子
育
て
支
援
団
体
相

互
の
交
流
や
、
協
力
連
携
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

で
活
動
す
る
子
育
て
支
援
団
体
の
、
新
た
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

　「ダイエット」と聞くと、“肥満体型の人が体重を減らすこと”とイメージしがちですが、本来は「健康的
な体型になるための食事療法または食事そのもの」を指します。つまり、体重を減らすことだけではなく、 

“体重を自分の体に合わせて適正にコントロールすること”が正しいダイエットです。今回は、無理のない、
正しいダイエットについて紹介します。

３
サン

カ月で 3
サン

㌔減目指す「サンサンチャレンジ」
　京丹後市では、健康診査（特定健診など）を受けら
れた方を対象に『サンサンチャレンジ』をお勧めしてい
ます。『サンサンチャレンジ』とは、３

サン

カ月で３
サン

kg 体重
を減らすための取り組みです。
　チャレンジする方は、まず保健師や管理栄養士と一
緒に、無理なくできる目標（プチ目標）を立てるとともに、
食事と運動習慣を見直します。そして、「３カ月後になり
たい自分」をイメージし、記録票に記入します。
　挫折しそうになったら、健康推進課までお電話いた
だくことで、保健師などが相談に応じ、目標の見直しや
アドバイスを行います。また、保健師などから電話や面
接で状態を伺うこともあります。

チャレンジ成功者は約６割
　平成 23 年度は102 人がサンサンチャレンジに挑戦。
３カ月後、６カ月後に体重と腹囲を測定したところ、半
数以上がダイエットに成功。「からだがすっきりした」「検
査の結果が良くなった」などの感想をいただきました。

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
で

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
を

チャレンジＤａｙ、運動講座を利用して目標達成
チャレンジＤａｙ（相談日）
　目標設定や挫折しそうになったときなどに利用して
いただく相談日です。参加を希望する方は、健康推進
課まで電話で予約をしてください。また、新たにチャレ
ンジする方には、「チャレンジ記録票」「メタボメジャー」
をプレゼントします。
     日時：11月7日(水)、11月27日(火)、12月7日(金)
　　      12 月19 日 ( 水 )
　　      午前 9 時～11時 30 分
     会場：峰山総合福祉センター

チャレンジ運動講座
　「運動を始めるきっかけがない」「いつも歩いているのに
効果を感じない」などと思われている方にお勧めの教室
です。安全で効果的なウォーキング、筋肉をつけて痩

や

せ
やすい体をつくる筋トレ運動などを紹介します。参加を希
望する方は、１１月30 日（金）までに、健康推進課まで
電話で予約をしてください。参加者には「健康タオル」を
プレゼントします。
　  日時：12 月7日( 金 )
          　午後1時 30 分～3 時 30 分
　  会場：峰山地域公民館　
　　＊天候がよければ屋外にウォーキングに出かけます。
　　  その場合、講座の終了が若干遅くなります。

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
、

運
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　プチ目標 ( サンサンチャレンジに参加した方の目標から抜粋）

★ ビール大瓶1本＋焼酎 2 杯を減らし、350ml 缶
    1本＋焼 酎1杯にする。
★ ゆで野菜を食事のはじめに食べる。
★ 菓子パンをやめ、果物や牛乳に変える。
★ 一日の歩数を、1000 歩増やす。
★ 晴れた日は 30 分歩く。
★ 毎日体重計にのる。　など

平均 最大減少値 減少者率
 体　重 (kg ) -2 .2 -11.1 56%
 腹　囲 (cm) -4 .2 -16.2 70%

6カ月後 測 定

３カ月後測定
平均 最大減少値 減少者率

 体　重 (kg ) -1.9 -8 .3 55%
 腹　囲 (cm) -3 .3 -11.3 57%

 
 

丹
後
地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

  （
事
務
局
）
京
都
府
丹
後
保
健
所

　
　
　
　
　
（
☎
６
２
‐
４
３
０
２
）

「
丹
後
地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
団
体
間
の
交
流
・
連
携
を
促
進

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

▲「子育てフェスタ in 丹後」でアニメのキャ
ラクターと触れ合う子どもたち

▶
子
育
て
支
援
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
様
子

▲「子育てフェスタ in 丹後」でばらずし作り
を体験する親子

▲チャレンジ運動講座で「大また歩き」する参加者たち

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）
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老
朽
化
し
た
消
火
器
は
危
険

　

消
火
器
は
、
圧
力
に
よ
っ
て
消
火
薬
剤
を

放
射
さ
せ
る
も
の
で
す
。
圧
力
の
加
え
方
の

違
い
で
、「
加
圧
式
消
火
器
」「
蓄
圧
式
消
火
器
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
見
分
け
方
は
、圧
力
ゲ
ー

ジ
の
有
無
。
加
圧
式
は
、
圧
力
ゲ
ー
ジ
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
蓄
圧
式
は
、
レ
バ
ー
付
近
に

圧
力
ゲ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。（
左
写
真
）

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
で
特
に
危
険
な
の
は

「
加
圧
式
」。
加
圧
式
は
、
レ
バ
ー
を
握
る
と
消

火
器
内
に
瞬
時
に
ガ
ス
が
充
満
し
、
そ
の
圧

力
で
消
火
薬
剤
を
放
射
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
さ
び
な
ど
で
本
体
に

痛
ん
だ
部
分
が
あ
る
と
、
加
圧
に
よ
り
耐
え

切
れ
ず
本
体
が
破
裂
し
、
大
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
は
、
絶
対
に
分
解
し
た

り
、
レ
バ
ー
を
握
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

原
因
は
容
器
の
腐
食

　
メ
ー
カ
ー
や
消
防
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

に
よ
り
把
握
し
て
い
る
消
火
器
の
破
裂
事
故

の
件
数
は
、
昭
和
43
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
間
で
合
計
１
６
１
件
。
こ
の
う
ち
、

人
的
被
害
は
死
者
15
人
、負
傷
者
99
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

事
故
の
原
因
は
、
容
器
が
腐
食
し
て
強
度

が
低
下
し
た
た
め
に
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ

る
も
の
が
74
件
。
そ
の
う
ち
、
加
圧
式
消
火

器
に
よ
る
も
の
が
70
件
と
、
95
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

左
上
の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
年

放
置
し
た
消
火
器
は
、
と
て
も
危
険
で
す
。

　

消
火
器
の
破
裂
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
容
器

を
腐
食
さ
せ
な
い
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

炊
事
場
の
シ
ン
ク
付
近
や
屋
外
な
ど
、
水
が

か
か
る
場
所
や
湿
気
の
多
い
場
所
に
は
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
廃
棄
は
業
者
に
依
頼

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
を
い
つ
ま
で
も
置
い

て
お
く
と
破
裂
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
絶
対
に
自
分
で
処
理
を
せ
ず
、
専
門
業

者
に
依
頼
し
、
す
み
や
か
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、市
消
防
本
部
予
防
課
〈
☎

６
２
‐
５
１
１
９)

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消火器の処分には次の4つの方法があります
1.  「特定窓口」または「指定引取場所」に持ち込む
2. 「特定窓口」に消火器の引き取りを依頼する
3. 「エコサイクルセンター」に連絡し、ゆうパックによる回収　　　
　を依頼する
4. 販売店で消火器を買い換えるときに処分を依頼する
※ 市のゴミ処理施設や消防署では処分できません

たんごの風５4号

櫻
さくら

井
い

 昭
あ き

裕
ひ ろ

▲圧力ゲージの針が緑色
の範囲内を指していない

こ
ん
な
消
火
器

家
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

見
つ
け
た
ら
、
絶
対
に
触
ら
ず
、

業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

2012 年 11月

　
近
年
、
放
置
さ
れ
老
朽
化
し
た
消
火

器
の
破
裂
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

何
が
原
因
で
、
ど
の
よ
う
な
消
火
器
が

破
裂
し
て
し
ま
う
の
か
。
今
回
は
、
消

火
器
の
破
裂
事
故
の
防
止
と
対
策
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲ホースが脱落している ▲レバーがさび、ふたが
腐食している

▲容器底部が腐食している

加 圧 式

▶
加
圧
式
消
火
器
に
は
圧
力

ゲ
ー
ジ
が
な
い

　

鼻
血
は
、
医
学
的
に
は
鼻
出
血
と
呼

び
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ

ハ
」
と
い
う
部
位
か
ら
の
出
血
で
す
。
こ

の
部
分
に
は
毛
細
血
管
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

薄
い
粘
膜
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

血
管
が
破
れ
や
す
く
出
血
し
ま
す
。

　
鼻
血
は
、
誰
も
が
経
験
す
る
一
般

的
な
症
状
だ
と
思
い
ま
す
が
、
正
し

い
止
血
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
一
般
的
に
は
、
上
を
向
い
た
り
首

の
後
ろ
を
た
た
い
た
り
す
る
方
法
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
止
血
法
は
、
親
指
と
人
差
し
指

で
鼻
を
つ
ま
み
、
10
分
間
ほ
ど
圧
迫
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
の
う

な
ど
で
鼻
を
冷
や
す
と
、
血
管
が
収
縮
す

る
た
め
効
果
的
に
止
血
で
き
ま
す
。

　
こ
の
と
き
上
体
を
起
こ
し
て
椅
子
や
床

に
座
り
顔
を
少
し
下
に
向
け
る
と
、
血
液

が
の
ど
に
流
れ
込
ま
ず
気
分
の
悪
さ
も
出

に
く
く
な
り
ま
す
。

圧迫と冷却で効果的な止血を！

鼻
血
の
正
し
い
止
血
法

市消防本部救急救命士

▶
レ
バ
ー
付
近
に
圧
力
ゲ
ー

ジ
が
あ
る

蓄 圧 式

圧
力
ゲ
ー
ジ

消
火
器
は
、
水
の
か
か
る
場

所
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成 23年 6月から
すべての住宅に
住宅用火災警報器
の設置が義務化
されています

こ
ん
な
消
火
器

使
わ
な
い
で



地元の秋祭りで神輿を担ぐ李さん（写真
中央）
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こ
と
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
京
都
府
や
除
雪
委
託
業
者

（
地
区
）
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
・
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
自
発
的
な
除
雪
協
力
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
し
て
、
地
域
で
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
教
職
員

の
立
ち
会
い
を
含
む
安
全
指
導
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
方
々
と
連
携
・
協
力
し
て

見
守
り
活
動
を
進
め
、
子
ど
も
の
登
下

校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局　
学
校
教
育
課
】

【
建
設
部　
管
理
課
】

冬
期
の
登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
を

『
関
係
機
関
と
の
検
討
と
地
域
で

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
』

　

京
丹
後
市
で
は
冬
場
は
雪
が
多
く
降

り
、
除
雪
し
た
雪
が
道
路
の
端
に
積
ま

れ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
車
道
を
歩

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
冬
期
の
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
今
の
う
ち
か

ら
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
学
校

が
主
体
に
な
っ
て
の
小
型
除
雪
機
械
の

購
入
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
歩

道
の
除
雪
、
ま
た
、
車
道
を
歩
か
ざ
る

を
得
な
い
場
所
で
の
見
守
り
隊
活
動
の

充
実
な
ど
、
学
校
、
警
察
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

市
役
所
な
ど
で
話
し
合
わ
れ
、
必
要
な

予
算
を
補
正
で
上
積
み
す
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
積
雪
時
の
高
校
生
の
自
転
車
で
の

事
故
も
怖
い
で
す
。

【
住
所
、
年
齢
未
記
入
・
女
性
】

　

通
学
路
の
歩
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、

小
型
除
雪
機
械
を
地
区
へ
配
備
（
貸
与
）

し
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
機
械
台
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
全
域
を
除
雪
す
る

▼
袖
志
の
棚
田
で
「
農
作
業
着
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
若
者
に
農
業
を
伝

え
る
「
日
本
の
原
風
景
」
の
よ
う
で

初
め
て
な
の
に
ど
こ
か
な
つ
か
し
い
。

【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
中
に
「
日
本
一

の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
」
と
の
記
事
を

興
味
深
く
拝
読
し
ま
い
し
た
。

　
　
浜
詰
海
岸
も
か
つ
て
は
白
砂
青
松

の
浜
で
し
た
が
、
ご
み
や
漂
流
物
、

ま
た
松
喰
い
虫
に
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
策
を
！

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
京
丹
後
に
想
う
を
読
ん
で
、遠
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
来
て
、
同
じ
浅
茂
川
に

住
ん
で
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
い
つ
も
当
た
り
前
に
見
て
い
た
海

を
海
の
な
い
所
で
育
っ
た
人
は
す
ご

く
感
動
し
て
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。【

網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
日
本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
は
良
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と

で
活
性
化
す
れ
ば
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
の
お
客
さ
ん
も
増
え
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

【
大
阪
府
岸
和
田
市
・
70
代
・
女
性
】

▼
い
つ
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
記
事
を
楽

し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

▼
９
月
１６
日
、
丹
後
１
０
０
㌔
ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
久
し
振

り
に
京
丹
後
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
近
く
で
接
し
て
い
る
と
、
す
ご
く

走
る
と
い
う
こ
と
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　
　
京
丹
後
は
い
い
所
だ
、
来
年
も
ぜ

ひ
来
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
お
も
て
な
し
を
し
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
峰
山
町
・
10
代
・
男
性
】

▼
胃
が
ん
の
予
防
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
た
い
で

す
。

【
大
宮
町
・
70
代
・
男
性
】

Ｑ　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
写
真
を
た
く
さ

ん
撮
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

広
報
紙
な
ど
に
載
っ
て
い
る
の
は
、

ほ
ん
の
一
部
だ
と
思
い
ま
す
。
紙
面

に
載
ら
な
い
写
真
は
処
分
し
て
い
る

の
で
す
か
。

【
久
美
浜
町
・
50
代
・
男
性
】

Ａ　

広
報
担
当
者
が
撮
影
し
た
写
真

デ
ー
タ
※
は
、
行
政
記
録
と
し
て
保

存
す
る
他
、
広
報
紙
以
外
に
市
の
発

行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
公
的
機
関
へ
の

情
報
提
供
な
ど
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
一
定
期

間
を
過
ぎ
て
情
報
が

古
く
な
っ
た
デ
ー
タ

は
、
適
宜
削
除
し
て

い
ま
す
。

　
※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
の

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
存

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

　
私
は
韓
国
の
春

し
ゅ
ん

川せ
ん

市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
京

都
の
よ
う
に
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
、
幅
１
０
０

㍍ 

を
超
す
川
が
流
れ
る
湖
畔
の
都
市
で
、
韓は

ん

流り
ゅ
うド
ラ
マ
“
冬
の
ソ
ナ
タ
”
の
ロ
ケ
地
と
な
り
、

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
徴
兵
に
よ
り
入
隊
。
２
年
半

の
経
験
が
今
の
生
活
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。
服
務
を
終
え
、
カ
ナ
ダ
へ
語
学
留
学
。
そ

し
て
地
元
企
業
で
働
き
始
め
た
頃
、
家
内
と
出

会
い
ま
し
た
。

　

仕
事
の
関
係
で
来
日
し
て
７
年
間
は
東
京

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
内
と
の
縁
も
あ

り
、
昨
年
、
京
丹
後
市
に
来
ま
し
た
。
こ
こ
に

来
る
ま
で
は
、
東
京
と
同
じ
よ
う
な
高
層
ビ
ル

や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
行
列
の
で
き

る
ケ
ー
キ
屋
、
何
万
人
が
来
場
す
る
遊
園
地

な
ど
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
実
は
…
。
最
初
は
何
を
し
た
ら
良
い
か

悩
ん
だ
も
の
の
、
こ
こ
は
「
自
然
を
感
じ
る
た

め
に
１
時
間
電
車
に
乗
ら
な
く
て
良
い
場
所
」

「
自
然
を
満
喫
す
る
た
め
に
お
金
が
要
ら
な
い

場
所
」
と
考
え
る
と
悩
み
は
す
ぐ
に
消
え
ま
し

た
。
す
ぐ
側
に
海
が
あ
り
、透
明
な
イ
カ
、ア
ジ
、

キ
ス
釣
り
が
楽
し
め
、
旬
の
味
覚
が
味
わ
え
る
。

山
の
幸
も
同
様
で
す
。

　
ま
た
市
内
に
は
、
き
れ
い
な
海
（
浜
辺
）
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
大
勢
に
紹
介
し
て
欲
し

い
で
す
。
例
え
ば
写
真
家
を
対
象
と
し
た
散
策

ツ
ア
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
、
磯
釣
り
な
ど
が
体
験
で
き
れ
ば
、

面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
間
で
は
、“
孤
独
死
”と
い
う
悲
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
関
係
の
希

薄
さ
が
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
京
丹
後

市
の
皆
さ
ん
は
、
見
慣
れ
な
い
私
に
話
し
掛
け

て
く
れ
た
り
、
野
菜
な
ど
を
分
け
て
く
れ
た
り

し
ま
す
。
地
元
の
方
に
と
っ
て
は
ご
く
自
然
な

ふ
る
ま
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
気
遣
い

に
、
と
て
も
感
動
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
観
光

客
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
も
て
な
し
や
親
切
心
は

旅
の
良
き
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
の
秋
祭
り
で
は
、
神み

輿こ
し

を
担
ぎ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
ま
し
た
。

　
都
会
の
便
利
さ
を
選
ぶ
か
自
然
と
人
間
の
暖

か
さ
を
選
ぶ
か
は
個
人
の
自
由
。

　
こ
の
地
に
住
む
こ
と
も
何
か
の
縁
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
素
敵
な
自
然
を
大
切
に
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
住
み
た
い
、
住
ん
で
み
た

い
地
域
に
な
る
よ
う
、
い
ち
市
民
と
し
て
役
に

立
ち
た
い
で
す
！ 支

援
米
28
袋

　
　
　
福
島
県
相
馬
市
へ

　

市
で
は
、
６
回
目
と
な
る
支

援
米
（
一
袋
30
㌔
玄
米
）
28
袋

を
相
馬
市
へ
届
け
ま
し
た
。

　
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
支
援
米
は
、
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。

市
災
害
支
援
対
策
本
部

☎
６
９
‐
０
１
４
０
（
総
務
課
内
）

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

李
リ

　 鍾
ジョン

 云
ウ ン

さん（38）
丹後町竹野在住

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

（
弥
栄
町
船ふ

な

木き

）

  

坪つ
ぼ

倉く
ら  

操そ
う

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん （
88
）

【元弥栄町議会議員】

　平成 3 年 4 月から、久美浜町社会
教育委員として就任以来、積極的に
地域課題の把握に努め、特に自然と
環境を守る活動を中心に活躍。その
功績が評価されました。

へき地医療貢献者表彰

　平成 8 年 4 月、弥栄病院へ赴任。17
年 4 月からは久美浜病院の内科医師と
して、さらに佐濃診療所長を兼務、また
五十河診療所での診療など、へき地医
療に尽力。その功績が評価されました。

　（
弥
栄
町
堤つ

つ
み）

  

山や
ま

本も
と  

康こ
う 

さ
ん （
53
）

【市社会教育委員】

全国社会教育委員連合会長表彰

  

岡お
か  

眞ま
さ

子こ 

さ
ん （
76
）

『ご意見箱』への投稿について
　
市
で
は
、
ご
意
見
箱
に
寄
せ

ら
れ
た
投
稿
内
容
や
対
応
結
果

に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
へ
の
回

答
を
は
じ
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
を
通
じ
て
広
く
周

知
し
て
い
ま
す
。

　
意
見
や
要
望
の
中
で
、
市
の

施
策
へ
の
誤
解
と
思
わ
れ
る
投

稿
な
ど
は
、
投
稿
者
に
直
接
主

旨
や
意
向
な
ど
を
確
認
し
た
り
、

補
足
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
投
稿
者
名
や
連
絡

先
が
未
記
入
で
あ
っ
た
り
、
回

答
希
望
の
意
思
が
確
認
で
き
な

い
投
稿
に
は
充
分
な
対
応
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
意
見
箱
の
主
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
投
稿
者
名
な
ど
必
要

事
項
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

（
久
美
浜
町
栃と

ち

谷だ
に

）

【市立久美浜病院診療部長】
【市国民健康保険直営佐濃診療所長】

　昭和 46 年 4 月から 3 期 12 年間
にわたり弥栄町議会議員として活
躍。織物振興や学校統合、各種教育
施設整備に尽力。その功績が評価さ
れました。

高 齢 者 叙 勲 
旭日単光章（地方自治功労）

京丹後に想う Vol .2



　五箇小学校が９月 28 日、本市出身でアトランタ、シド
ニー五輪に出場した志水見千子さん（チームミズノアスレ
チック）を招き、３～６年の児童 43 人を対象とした陸上
教室を開きました。
　志水さんは、「『楽しく走ろう』という気持ちで走ること
が重要」と話し、児童たちとグラウンドでランニング。児
童たちに「肩ではなく、腕をしっかり振って。足を大きく
上げよう」などとアドバ
イスしました。
　後藤花

は の か

佳ちゃん（３
年）は、「こつを教えて
もらったので、速く走れ
るようになりました。走
るのが楽しみになりまし
た」と話していました。

　八丁浜（網野町）周辺で10 月14日、第 15 回あみの八
丁浜ロードレース大会（同実行委員会主催）があり、約 750
人のランナーが潮風を受けながらさわやかな汗を流しました。
　網野町出身のランナー、田茂井宗一さん、志水見千子
さんの功績をたたえるとともに、豊かな自然の中で健康増
進と体力向上などを目指すことが目的。ランナーたちは、
網野北小をスタート、ゴールとする２・５㌔、５㌔、10㌔、ハー
フ（約 21㌔）の４部門で健脚を競いました。

畑
はた
中
なか
博
ひろ
貴
き

 君 髙
たか
谷
や
琢
たく
人
と

 君
久美浜高3年

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

高
たか
谷
たに
大
だい
地
ち

 君
網野高3年

伊
い
藤
とう
和
かず
真
ま

 君
網野高3年

レ
ス
リ
ン
グ

志水さんの陸上教室
「走るのが楽しみになった」

八丁浜ロードレースでさわやかな汗

久美浜高3年

　

第
67
回
国
民
体
育
大
会
「
ぎ
ふ

清
流
国
体
」
が
９
月
29
日
～
10
月

９
日
、
岐
阜
県
内
の
各
会
場
で
開

か
れ
、
市
内
の
高
校
生
が
各
種
目

で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
大

宮
町
出
身
の
本
田
大
智
君
（
加か

悦や

谷だ
に

高
２
年
）
が
62
㌔
級
ス
ナ
ッ
チ

と
同
㌔
級
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
の
２

種
目
に
出
場
。
ス
ナ
ッ
チ
で
３
位
、

ジ
ャ
ー
ク
で
は
準
優
勝
と
な
り
、
総

合
成
績
で
も
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　
本
田
君
は
、「
府
代
表
と
し
て
国

体
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
課

題
を
克
服
し
、
次
は
全
国
優
勝
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ス
リ
ン
グ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
優
勝
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
60
㌔

級・伊
藤
和
真
君（
網
野
高
３
年
）と
、

同
66
㌔
級・高た

か

谷た
に

大
地
君
（
同
）
が
、

国
体
で
も
同
階
級
で
優
勝
。
全
国

大
会
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
君
は
「
高
校
最
後
の
大
会

で
優
勝
で
き
た
の
は
う
れ
し
い
。
３

年
間
厳
し
い
練
習
を
や
っ
て
き
た

成
果
が
出
せ
た
」、
高
谷
君
は
「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
負

け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
優
勝

で
き
て
ほ
っ
と
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
で
は
、

久
美
浜
高
の
髙た

か

谷や

琢
人
君
（
３
年
）、

畑
中
博
貴
君
（
３
年
）
ペ
ア
が

２
０
０
㍍
、
５
０
０
㍍
の
２
種
目
で

準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

髙
谷
君
は
「
優
勝
を
目
指
し
て

い
た
が
、
準
優
勝
で
も
悔
い
は
な

い
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
最
高
の

レ
ー
ス
だ
っ
た
」、
畑
中
君
は
「
相

方
と
は
無
意
識
で
も
パ
ド
ル
が
合

う
ま
で
練
習
を
重
ね
た
。
試
合
で

は
、
周
り
を
気
に
せ
ず
、
相
方
を

信
じ
て
漕
ぎ
切
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

本ほ
ん

田だ

大だ
い

智ち 

君

加
悦
谷
高
２
年

準
優
勝

▲141㌔の重量挙げに挑戦
する本田君

▶
浦
嶋
太
鼓
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
ス
タ
ー

ト
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
【
２・５
㌔
の
部
】

▲志水さん（左）と一緒にランニング
を楽しむ児童たち

優勝優勝

準優勝ペア200ｍ、500ｍ

66ｋｇ級 60ｋｇ級

62
㎏
級生まれてきてくれてありがとう

　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家
族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載していま
す。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

近藤 統
とう

八
や

ちゃん（男の子）
9月生まれ・3,176㌘
母：尚

なお

子
こ

さん　父：快
はや

人
と

さん

金
かな

保
ほ

 龍
とお

以
い

ちゃん（男の子）
10月生まれ・3,052㌘
母：麻

ま

世
よ

さん　父：憲
のり

弘
ひろ

さん

（弥栄町和田野）

池口 涼
りょう

太
た

ちゃん（男の子）
9月生まれ・2,930㌘
母：美

み

希
き

さん　父：裕
ひろ

己
き

さん

小谷  優
ゆう

輔
すけ

ちゃん（男の子）
9月生まれ・2,506㌘
母：優

ゆ

歌
か

さん　父：真
しん

吾
ご

さん

（弥栄町鳥取）

田中 凜
りん

ちゃん（女の子）
9月生まれ・3,064㌘
母：亜

あ

衣
い

さん　父：真
まさ

儀
のり

さん

中
なか

右
う

 鈴
り

乃
の

ちゃん（女の子）
9月生まれ・2,850㌘
母：郁

いく

乃
の

さん　父：智
とも

己
き

さん

さと
がえ
り

田畑 輝
る き あ

空ちゃん（男の子）
9月生まれ・3,242㌘
母：美

み

香
か

さん　父：和
かず

樹
き

さん

（大宮町口大野）

さ
と
が
え
り

（久美浜町橋爪）

（大阪府大阪市／実家：弥栄町和田野）

（大阪府大阪市／実家：峰山町杉谷）（大阪府羽
は

曳
びき

野
の

市／実家：網野町浅茂川）

さと
がえ
り

2012.1127 2012.11 26

市
内
の
高
校
生
、
国
体
で
活
躍

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
レ
ス
リ
ン
グ
・
カ
ヌ
ー

岐阜国体

9 月 29 日
～

10 月 9 日

五箇小
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１
１
５
歳
で
国
内
最
高
齢

者
の
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん

（
丹
後
町
中
野
）が
10
月
15
日
、

英
国
の
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ

コ
ー
ズ
社
か
ら
、
２
度
目
と

な
る
「
男
性
長
寿
世
界
一
」

の
ギ
ネ
ス
認
定
を
受
け
ま
し

た
。 115

歳
の
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん

「
男
性
長
寿
世
界
一
」
ギ
ネ
ス
再
認
定

「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
得
意
の
英
語
で
喜
び

　

こ
の
日
、
同
社
の
ク
レ
イ

グ
・
グ
レ
ン
デ
ィ
編
集
長
ら

２
人
が
木
村
さ
ん
の
自
宅
を

訪
問
。
１
１
５
歳
と
１
７
９

日
（
15
日
時
点
）
の
男
性
世

界
最
高
齢
の
認
定
証
と
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
２
０
１
３
年
（
英

語
）
版
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
木
村
さ
ん

は
「
ユ
ー
・
ア
ー
・
ベ
リ
ー
・

カ
イ
ン
ド
マ
ン
。
あ
な
た
に

感
謝
し
ま
す
」
と
得
意
の
英

語
を
交
え
て
あ
い
さ
つ
。
編

集
長
か
ら
認
定
証
を
受
け
取

る
と「
サ
ン
キ
ュ
ー・ベ
リ
ー・

マ
ッ
チ
。万
感
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
両
手
を
合
わ

せ
て
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

編
集
長
は
「
19
世
紀
に
生

ま
れ
た
生
存
す
る
男
性
と
し

て
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
祝
福
。
帰
り
際

に
「
来
年
、
ま
た
来
ま
す
」

と
声
を
掛
け
る
と
、
木
村
さ

ん
は
「
早
い
約
束
で
す
ね
」

と
応
じ
、
周
囲
を
笑
わ
せ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
歌
を
口
ず

さ
む
な
ど
終
始
上
機
嫌
。
編

集
長
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
来
た

こ
と
を
知
る
と
、「
遠
方
、
誠

に
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
と

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

英国・ギネスワールドレコーズ社のクレイグ・グレンディ編集長（右）
から認定証を受け取り笑顔を見せる木村次郎右衞門さん

　

峰
山
町
橋は

し

木ぎ

の
縁え

ん

城じ
ょ
う

寺じ

に
伝

わ
る
「
縁
城
寺
縁え

ん

起ぎ

」。
縁
起
と

は
、
お
寺
の
由
来
を
記
し
た
書
物

の
こ
と
で
、
縁
城
寺
に
は
漢
文
で

書
か
れ
た
真ま

名な

本ほ
ん

と
仮
名
で

書
か
れ
た
仮
名
本
の
２
巻
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
仮
名
本

は
、
真
名
本
を
そ
の
ま
ま
仮

名
書
き
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
和
紙
に
墨
で
書

か
れ
た
も
の
で
、
作
者
は
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
筆
跡

か
ら
同
一
人
物
が
書
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
書
か
れ
た
年
代
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記

述
内
容
な
ど
か
ら
室
町
時
代

後
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

縁
起
に
は
、
縁
城
寺
は
養よ

う

老ろ
う

元
（
七
一
七
）
年
に
日
本
に

や
っ
て
来
た
善ぜ

ん

無む

畏い

（
六
三
七

-

七
三
五
）（
注
）
が
開
い
た
お

寺
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

に
よ

り
発は

信し

貴ぎ

山さ
ん

と
い
う
山さ

ん

号ご
う（
仏

教
の
寺
院
に
付
け
る
称
号
）

が
定
め
ら
れ
、
平
安
時
代
後

期
（
11
世
紀
）
に
は
、
観
音

菩
薩
の
霊
地
と
し
て
再
興
さ

れ
た
と
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

　

縁
城
寺
縁
起
は
、
昭
和
60

年
３
月
28
日
付
で
峰
山
町
指

定
文
化
財
（
古
文
書
）
に
指

定
さ
れ
、
平
成
16
年
の
京
丹

後
市
発
足
に
伴
い
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

79

（
峰
山
町
橋は

し

木ぎ

）

縁え
ん

城じ
ょ
う

寺じ

縁え
ん

起ぎ

縁城寺は善無畏の開基と伝える

13

　

昨
今
、
学
校
現
場
に
お
け
る

「
い
じ
め
」
の
問
題
が
相
次
い
で

顕
在
化
し
て
お
り
、
本
市
も
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
全
国
各
地
で
学

校
現
場
に
お
け
る
徹
底
的
な
検

証
と
丁
寧
な

取
り
組
み
が

尽
く
さ
れ
て

お
り
、
併
せ

て
、
地
域
や

家
庭
を
含
め
子
ど
も
た
ち
の
教

育
を
取
り
巻
く
総
合
的
な
環
境

や
対
応
の
在
り
方
一
般
に
つ
い

て
の
検
証
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
そ
れ
と
同
時
に
大
切
に

思
い
ま
す
の
は
、“
子
ど
も
社
会

の
あ
り
よ
う
は
、
結
局
は
私
た

ち
大
人
社
会
全
体
の
あ
り
よ
う

の
「
映
し
鏡
」
で
あ
る
”
と
い

う
点
で
す
。
い
じ
め
は
学
校
現

場
だ
け
で
は
な
く
て
、
広
く
職

場
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
生
活
の

　「グリーンタフ」（green tuff）は、
凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

（火山灰が固まった岩石）
のうち、緑がかった岩石のことであ
り、日本語で「緑

りょく

色
しょく

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

」とも
いいます。特に日本海沿岸域には、
今からおよそ 1400 万年前ごろまで
の海底火山の活動による火山岩類が
多く分布しています。その多くは緑
色をしていることから、これらを含
めてグリーンタフと呼ぶこともあり
ます。
　では、グリーンタフはどのように
して形成されたのでしょうか。火山
灰や火山岩類が、もともと緑色をし

ていたわけではありません。
　海底火山活動により堆積した火山
灰や火山岩類には「輝

き

石
せき

」や「角
かく

閃
せん

石
せき

」が含まれています。これらの鉱

物は、海水や火山活動の熱による変
質作用を受けると「緑

りょく

泥
でい

石
せき

」と呼ば
れる緑色をした粘土鉱物に変化しま
す。この緑泥石がグリーンタフの色
の原因となっているのです。
　グリーンタフは、大規模な地殻変
動により日本海が形成され、日本列
島が大陸から分かれて現在の位置に
移動する過程でできたもの。本市で
も、海岸域の岩場で見ることができ
ます。比較的軟らかく加工がしやす
い岩質であるため、神社やお寺の石
造物、石垣などの石材に利用されて
います。

（
注
）	善
無
畏
は
東
イ
ン
ド
の
オ
リ
ッ
サ

国
の
王
子
と
も
中
イ
ン
ド
の
王
子

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「縁城寺縁起」（真名本・縁城寺所蔵）。全文は京
丹後市史資料編「京丹後市の伝承・方言」に収録

現
場
で
発
生
し
う
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
も
、
子
ど
も
た

ち
に
対た

い

峙じ

す
る
前
に
ま
ず
、
私

た
ち
大
人
社
会
の
側
に
お
い
て

日
頃
の
在
り
方
を
率
先
し
て
点

検
、
反
省
し
、
自
ら
襟
を
正
し

て
い
く
こ
と
が
併
せ
問
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
じ
め
の
問
題
以

外
に
も
社
会
に
は
女
性
、
高
齢

者
、障
害
の
あ
る
方
、同
和
問
題
、

外
国
人
な
ど
人
権
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
の
問
題
が
存
在

し
ま
す
が
、
人
権
問
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
が

人
権
を
巡
る
出
来
事
を
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
い
か
に
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
と
と
も
に
、
さ
ら
に

進
ん
で
、
ま
ず
は
「
自
分
自
身

が
い
か
に
た
く
さ
ん
の
人
様
に

支
え
ら
れ
、
数
え
き
れ
な
い
御お

蔭か
げ

を
い
た
だ
い
て
生
か
さ
れ
て

い
る
か
、
そ
し
て
、
ど
れ
だ
け

痛
切
に
こ
の
こ
と
へ
の
気
づ
き

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
、
根
っ
こ
に
あ
る
想
い
の

在
り
方
へ
の
啓
発
が
大
事
だ
と

思
う
の
で
す
。

　

そ
の
気
づ
き
が
自
分
の
血
肉

と
な
る
こ
と

が
基
礎
に
な

っ
て
、
転
じ

て
、「
他
人

を
も
か
け
が

え
な
く
尊
く
想
う
、
他
人
に
何

か
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
こ
と

の
大
切
さ
、
喜
び
へ
と
導
い
て

い
た
だ
け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
を
は
じ
め
人
権
の
問

題
を
根
っ
こ
か
ら
解
決
し
、
そ

し
て
、
そ
の
解
決
を
さ
ら
に
越

え
て
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、

与
え
合
え
る
喜
び
が
ま
す
ま
す

深
め
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

グリーンタフ（green tuff）

「
い
じ
め
」
問
題
が

�

問
い
か
け
て
い
る
こ
と

日本海形成過程での産物

網野町の琴引浜で見られる「グリーンタフ」



11月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 31 11/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 12/1

　

　受いれる－すると、運命の流れが変わ
る / 求めない、そして受けいれる/ 受い
れる－すると、許すということがわかりだす

（本文から）。“受いれた”とき何かが変わ
る、言葉と言葉の間から溢

あふ

れる著者の思
いを感じてください。

　リスに食
た

べられなかったカエデの種
た ね

。冬
ふ ゆ

を越
こ

して芽
め

を出
だ

し、若
わ か

木
ぎ

になり、そして女
おんな

の子
こ

の家
い え

の庭
に わ

に植
う

えられます。緑
みどり

に色
い ろ

づ
く夏

な つ

、黄
き

色
い ろ

から美
うつく

しい赤
あ か

に変
か

わる秋
あ き

。自
し

然
ぜ ん

の魔
ま

法
ほ う

を描
え が

いた色
い ろ

鮮
あ ざ

やかな絵
え

本
ほ ん

です。
※現

げん

在
ざい

、この本
ほん

は販
はん

売
ばい

されていません。

　

丹
後
図
書
室（
丹
後
地
域
公
民

館
内
）
は
９
月
23
日
、
工
作
教
室

を
開
き
ま
し
た
。
３
歳
か
ら
小
学

５
年
生
ま
で
の
児
童
９
人
が
参
加

し
、
紙
を
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
、
開
き
方
に
よ
っ

て
異
な
る
絵
が
出
る
よ
う
に
し
た

伝
承
玩
具「
隠
れ
屏び

ょ
う
ぶ風

」
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
材
料
は
、
牛
乳
の
空
き
パ
ッ
ク

を
使
用
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族

な
ど
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
上
げ
、

一
瞬
で
変
わ
る
絵
柄
に
驚
き
な
が

ら
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
お
も

ち
ゃ
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」を担当。
年間を通してイベント MC や各ナレーショ
ンにも多数出演

　10月も下旬に入り、秋も一層深まっ
てきましたね。秋の味覚に舌鼓を打つ
方、スポーツに汗を流す方、また秋の
夜長に読書を楽しむ方、さまざまな過
ごし方をされていると思います。ん？
「夜は虫がガチャガチャと大合唱してう
るさい！」って？　何を言っているん
ですか！　丹後の皆さんは「ガチャガ
チャ」という音には慣れているはずで
すよね？　そう機の音です。私も機音
を子守歌に育った一人です。落ち着く
んですよね～。リズミカルなあの音が
…♪
　1720 年、峰山町出身の絹

きぬ

屋
や

佐
さ

平
へい

治
じ

が織り始めたとされる「丹後ちりめん」。
それ以来、機音は“丹後の音”として
響き続けています。ガチャンと織るご
とに万のお金が儲

もう

かる“ガチャマン景
気”と呼ばれる時期もあったようです
が、この機音が時代の流れとともに消

えつつあることも事実です。わが家に
あった２台の織機は10年前に姿を消
し、同時に「シャットル」「おさ」「紋

もん

紙
がみ

」という言葉も家族の会話の中から
消えてしまいました。
　丹後ちりめんの優れた「技術」と「質」
は、長い歴史の中で守り伝えられてき
ました。今や着物のみならず洋服や小
物、さらには生活を彩る素材としても
注目されています。10月下旬から、丹
後の19の織物企業による製品の展示
会が東京で行われるとのことです。
　もちろんここ丹後にも丹後ちりめん

の文化は受け継がれています。10月
14日には「丹後きものまつり」が天橋
立であり、1,300 人余りの着物愛好家
でにぎわいました。私も司会として参
加する中で、日本人の美しさを引き出
す着物の魅力を改めて実感。丹後の特
産品が丹後ちりめんであることに感激
し、丹後ちりめんの可能性を追求し進
化させる織物関係の皆さんに感謝した
一日でした。
　私、宮川優も丹後ちりめんに負けな
いように、智恵

4 4

をシボ
4 4

って日々情報を
お伝えしていきますよ。

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　

 たんご・モーニング・サンド！　月～金　7:00 ～ 8:58
 京丹後市からのお知らせ　月～金　13:00 ～ 13:05、16:54 ～ 16:59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒
Check

新規採用 ［10月1日付 ]

久美浜病院診療部
整形外科 医 長 成田　　渉

久美浜病院技術部 理学療法士 金盛　正太
久美浜病院看護部 看 護 師 山下　晶子

退職 ［9月30 日付 ]

久美浜病院診療部
整形外科 医 長 吉岡　直樹

弥栄病院看護部 看 護 師 宮島　好美
弥栄病院看護部 准看護師 藤元　美保

探さ
が

し
て
い
る
本ほ

ん

が
見み

つ
か
ら
な
い
と
き

お
気き

軽が
る

に
職

し
ょ
く

員い
ん

に
お
尋た

ず

ね
く
だ

さ
い
。
図と

書し
ょ

館か
ん（

室し
つ

）
に
あ
る

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル（
利り

用よ
う

者し
ゃ

端た
ん

末ま
つ

）や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
探さ

が

す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

�
�

（
調し
ら
べ
物も
の
の
お
手て

伝つ
だ
い
）

日に
ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
生し

ょ
う
じ
た
疑ぎ

問も
ん

、
さ

ま
ざ
ま
な
調

ち
ょ
う

査さ

や
研け

ん

究き
ゅ
う、

調し
ら

べ

物も
の

な
ど
に
つ
い
て
、
遠え

ん

慮り
ょ

な
く
職

し
ょ
く

員い
ん

に

ご
相そ

う

談だ
ん

く
だ
さ
い
。
必ひ

つ

要よ
う

な
資し

料り
ょ
うを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

児童ら昔ながらの遊びに興じる

京都府丹後文化会館　インフォメーション

11/18㊐
 13:00 ～ 16:00
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	無料

第33回

丹後合唱のつどい

主催 /丹後文化芸術祭実行委員会・丹後合唱連盟

図
書
館（
室
）の

利
用
に
つ
い
て

市職員人事異動

管内の合唱サークルによる演奏会。児
童合唱団からママさんコーラスまで
16団体が出演予定

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 　　　　　　13:00 ～ 15:30
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	300 円

11/23㊎㈷第28回丹後民踊のつどい
管内の民

みんよう

踊サークルによる演技発表。
22団体が出演予定

主催 /丹後文化芸術祭実行委員会・丹後民踊同好会

久美浜病院
通所ﾘﾊﾋ ﾘ゙ﾃｰｼｮﾝ

管 理 者 白岩真寿美
（久美浜病院看護部 主任看護師）

久美浜病院技術部 作業療法士 安達　　徹
（久美浜病院通所ﾘﾊﾋ ﾘ゙ﾃｰｼｮﾝ 管理者）

異動 ［10月1日付 ]※カッコ内は前所属

平成24年度丹後文化芸術祭

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
11 月 12 日（月）当日消印有効。当選者の発表は来
月号のこのコーナーで。

◆10月号の答え
問１…砂浜海岸　問２…サーフィン　問３…2716

◆10月号当選者
岡本由貴子さん（網野町）、吉岡香織さん（峰山町）、奥
田逸子さん（久美浜町）、吉岡雅文さん（峰山町）、大木
敏正さん（大宮町）
応募総数20人、正解者数18人でした。ご応募ありがとうご
ざいました。

問１ 平成 23 年度一般会計歳入総額は○○○億 7,636 万円
問２ 市民総幸福の最大化を目指す「○○のまちづくり研究会」
問３ ○○○○小学校で「かんじきづくり講演会」

「
韓
国
文
化
講
座
」
で
理
解
深
め
る

広報クイズ

　
市
国
際
交
流
協
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、

韓
国
の
生
活
文
化
や
習
慣
な
ど
を
学
び
理
解
を
深
め
る
た

め
の
「
韓
国
文
化
講
座
」
を
峰
山
地
域
公
民
館
（
峰
山
町
）

で
開
き
ま
し
た
。

　
丹
後
町
に
住
む
李リ

鍾ジ
ョ
ン

云ウ
ン

さ
ん
（
韓
国
出
身
）
が
講
師
。

20
人
が
参
加
し
た
９
月
27
日
の
最
終
講
座
で
は
、
韓
国
の

キ
ム
チ
の
種
類
は
２
０
０
以
上
あ
る
こ
と
や
、
結
婚
式
な

ど
特
別
行
事
の
際
は
、
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

種
類
の
料
理
が
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
言
葉
だ
け
で
な
く
文
化
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
韓
国
に
親
し
み
を
持
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

「
よ
り
韓
国
に
親
し
み
を
持
っ
た
」

身
近
な
素
材
を
使
っ
て「
隠
れ
屏
風
」

を
作
っ
た
工
作
教
室
。
子
ど
も
た
ち

が
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
作
り
に
挑

戦
し
た
（
丹
後
地
域
公
民
館
で
）

韓
国
の
生
活
文
化
や
習
慣
な
ど
を

学
ん
だ
「
韓
国
文
化
講
座
」（
９
月

27
日
）

「丹後きものまつり」に
着物を着て参加しました

■あかいはっぱ
  　きいろいはっぱ

ロイス・エイラト／作
さく

阿
あ

部
べ

 日
ひ

奈
な

子
こ

／訳
やく

　福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

丹
後
図
書
室
で「
隠
れ
屏
風
」作
り

■受いれる 加島 祥造／著
小学館

今月のおすすめ

タッ
チ
パ
ネ
ル（
利
用
者
端
末
）

で
図
書
館
（
室
）
に
あ
る
本

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

nav i nav inav inav inav i nav inav i

3031 2012.11 2012.11

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

智恵
4 4

をシボ
4 4

って…



322012.11

31

男　	29,005人	（－８）
女　	 31,172人	（－16）
計	 　60,177人	（－24）
世帯数	 22,495世帯	（＋13）
10月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
私
は
丹
後
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
が
、
冬
が
大
の
苦
手
。
最
近
、

急
に
肌
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
が

恋
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
20
年

ほ
ど
前
、
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
。

夕
方
家
に
帰
る
と
、
風
呂
の
釜

に
薪ま
き

を
く
べ
る
こ
と
が
私
の
仕
事

（
楽
し
み
？
）
の
一
つ
で
し
た
。
木

と
煙
の
香
ば
し
い
匂
い
の
中
で
、

冷
え
た
体
を
芯
か
ら
温
め
パ
チ
パ

チ
と
燃
え
る
薪
を
眺
め
る
の
は
、

小
学
生
な
が
ら
に
「
至
福
の
と
き
」

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
近

年
、
森
林
保
全
と
と
も
に
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
る
中
、「
薪

ス
ト
ー
ブ
」「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
」
の
利
用
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
京
丹
後
市
で
も
、
両
ス

ト
ー
ブ
の
設
置
費
用
を
補
助
す
る

事
業
が
あ
り
、
補
助
金
の
申
請
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
▼
私
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
考
え

る
と
と
も
に
、
20
年
経
っ
て
も
鮮

明
に
思
い
出
す
、
あ
の
「
至
福
の

と
き
」
を
求
め
、「
い
つ
か
は
設
置

を
！
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
／
遼

日　時：11月17日（土）13：00～ 16：00
場　所：京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
入場料：無料

健康大長寿のさとづくりシンポジウム
健康寿命を伸ばそう！～生涯現役のすすめ～

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

力作を紹介する小谷愛実さん

　
丹
後
町
の
間た
い
ざ人
漁
港
に
は
、
１
年
を
通
し
て
ど
れ

だ
け
の
種
類
の
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
る
の
か
。
ど

ん
な
方
法
で
捕
ら
れ
て
い
る
の
か
。
昨
年
９
月
か
ら

１
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
上
げ
た
小
学
生
が
い
る
。
地

元
の
間
人
小
５
年
、
小お

谷だ
に

愛あ

実み

さ
ん
だ
。
作
品
は
、

地
域
の
水
産
業
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
に
な
る

も
の
と
関
係
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
丹
後
地
域
の
中
核
的
な
漁
港
、
間
人
漁
港
。
水
揚

げ
さ
れ
る
「
間
人
ガ
ニ
」
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
地
元
に
住
む
愛
実
さ
ん
は
、

１
年
を
通
し
て
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
類
や
そ
の

漁
法
な
ど
を「
間
人
漁
港
の
一
年
」と
し
て
ま
と
め
た
。

　
愛
実
さ
ん
の
父
、
嘉か

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
、
底
び
き
網
漁

船
「
大た

い

有ゆ
う

丸ま
る

」
の
船
主
。
母
、
由
紀
さ
ん
は
、
船
主

の
妻
と
し
て
乗
組
員
ら
の
仕
事
を
支

え
る
。「
私
は
、
お
父
さ
ん
が
捕
っ
て

く
る
魚
や
カ
ニ
を
食
べ
て
大
き
く
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
愛
実
さ
ん
は
、

物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
海
で
働
く
二

人
の
姿
を
目
に
し
て
き
た
。

　

１
年
前
の
夏
、
愛
実
さ
ん
は
「
両

親
の
仕
事
を
さ
ら
に
深
く
知
り
た
い
」

と
思
い
立
ち
、
底
び
き
網
漁
が
始
ま

る
９
月
か
ら
調
査
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
は
お
父
さ
ん
に

聞
い
た
り
辞
典
な
ど
で
調
べ
た
り
し

た
。
地
元
の
漁
協
に
出
向
い
た
り
も

し
た
。
魚
な
ど
の
写
真
撮
影
は
、
お
母
さ
ん
の
力
を

借
り
た
。
そ
し
て
１
年
掛
か
り
で
集
め
た
資
料
を
整

理
し
、
今
年
の
夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て
発
表
し

た
。

　
作
品
は
模
造
紙
８
枚
に
も
及
ぶ
力
作
で
、
丹
後
町

沿
岸
に
お
け
る
漁
業
の
起
源
や
形
態
、
漁
具
や
漁
法

な
ど
を
写
真
や
挿
絵
を
使
っ
て
説
明
。
中
で
も
一
番

の
特
徴
は
、
５
枚
に
わ
た
り
記
録
し
た
「
間
人
漁
港

に
集
ま
る
魚
た
ち
」。
キ
ス
や
シ
ロ
イ
カ
な
ど
港
に
水

揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
月
別
に
写
真
で
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
法
を
示
し
て
い
る
。
カ
ニ

漁
が
始
ま
る
11
月
は
、
解
禁
日
の
一
日
も
紹
介
し
て

い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
魚
の
漢
字
を
使
っ
た
か
る
た
「
魚
魚

（
と
と
）
あ
わ
せ
」
か
ら
11
作
品
を
掲
載
。
魚
に
ま

つ
わ
る
漢
字
を
集
め
、
そ
の
読
み
を
ク
イ
ズ
形
式
で

学
べ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
魚
の

種
類
を
調
べ
る
中
で
、「
魚
の
呼
び
名
は
、
地
域
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」

と
愛
実
さ
ん
は
振
り
返
る
。
そ
し
て
作
品
の
最
後
に

は
、「
い
つ
ま
で
も
魚
た
ち
が
す
め
る
き
れ
い
な
海
に

す
る
た
め
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
私
に
も
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
で
す
」
と
大
好
き
な
海
へ
の

思
い
も
つ
づ
っ
た
。

　
「
お
父
さ
ん
た
ち
が
命
が
け
で
捕
っ
て
き
て
く
れ

る
魚
。
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
愛
実
さ
ん
。
漁
師
と
い
う
仕
事
に
携

わ
る
父
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
。

　
「
お
父
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
て
魚
や
カ
ニ

を
捕
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
」
―
。
11
月
６
日
、
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
漁
が
解
禁
す
る
。

「間人漁港の一年」を調べた

小
お

谷
だ に

 愛
あ

実
み

さん（小５）　　　　　　　　　
　丹後町間

た い ざ

人
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若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト


